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1. ごあいさつ

学 長

明 石 吉 三

（全学就業力ＧＰ委員長）

―自ら考え、積極的に行動する「世界の市民」の育成を目指して―

本報告書は平成２２年度文部科学省「大学生の就業力育成支援事業」（就業力ＧＰ）

に選定されました本学の「実践教育による「社会人力」育成プログラム」の取組につい

て、２０１０年度（平成２２年度）と２０１１年度（平成２３年度）の２年間の活動報

告を記したものです。

現在の日本は東日本大震災への対応、円高・株価の下落、加速する高齢化社会への対

応、所得格差、地球環境問題等々、幾多の難問に直面しています。このような状況に、

私たちはいかに対応していけばよいのでしょうか。答えが容易に見出せるはずもありま

せん。少なくともいえることは、私たち一人ひとりが、この状況をしっかり認識し、改

善に向け努力し続けることでしょう。そのためには従来の座学だけではなく、実践教育

が必要です。本学の取組は、自ら考え、積極的に行動する「世界の市民」の育成を目指

して活動をいたしました。

就業力ＧＰは当初５か年が予定されておりましたが、国の方針により２０１１年度

（平成２３年度）末で廃止されました。しかしながら、本学の取組の２年間の活動は４

回のシンポジウムの開催、１１の実践教育の実施と充実したものとなりました。これも

ひとえに、実践教育に携わった教職員、地域の皆様、関係団体及び他大学関係者の皆様

のご支援のおかげと深く御礼申し上げます。

本取組で実施しました実践教育は引き続き行ってまいりますので、今後ともますます

のご支援を賜りますようお願い申し上げます。
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経営学部長
松 尾 順 介 （就業力ＧＰ推進委員長）

―実践教育を通じて、社会人力を身につける―

２０１０年度（平成２２年度）「大学生の就業力育成支援
事業」（就業力ＧＰ）においては、学長の強力なリーダーシ
ップのもと、全学的かつ体系的な取組を実施し、学生の社会

的・職業的自立を図るための教育改革の推進が強く要請されました。これは単に文部科
学省からの要請だけではなく、大学のステークホルダーからの要請であるとともに、社
会からの要請であるといえます。
急速に変化する経済や社会においては、最新流行のビジネスモデルもすぐに陳腐化し、

新たなモデルが模索されます。この厳しい現実に、私たちの教え子は身を投じ、社会人
としてタフに生きねばなりません。そのタフさを身につけるため、経営学部では実践教
育を導入・拡充することで、「社会人力」を育成することを企画しました。
元々、経営学部に入学する学生は、ゼロから経営学を学ぶことになります。というの

は、ほとんどの学生たちがいずれ就職し、企業で働くにもかかわらず、中学・高校の授
業では、企業経営に関する知識があまり教えられていないのが実情だからです。したが
って、大学での勉強の度合いによって、入学偏差値に関係なく、学生たちは企業経営や
経営学の知識を身につけることができます。しかし、知識を沢山蓄えたからといって、
良い経営者、良い社会人になれるというものではありません。そこが経営学の難しいと
ころです。
数年前から経営学部では、企業経営の勉強をより現実的で、活力のあるものにするた

め、教室で学ぶ座学と実践的な取組とを相互に関連付けながら企業経営を学ぶ仕組みを
構築しようと努力してまいりました。そのためには、次の３つの要件が重要だと考えま
した。第一は学生たちがグループワークを行うこと。第二は教育支援の情報ネットワー
クを取り入れること。第三は学外の企業や諸機関との連携を築くことです。これらの要
件を満たすことは容易ではありませんが、経営学部では、教員が努力を重ねながら、実
践教育プログラムを構築・実施して参りました。また、それによって、学生の「社会人
力」を育成し、就業力の一層の向上を目指してきました。その努力の結果、我々の取組
は、実践教育による「社会人力」育成プログラムとして、就業力ＧＰに選定されるに至
りました。同ＧＰでは、変化の激しい時代に柔軟かつ的確に対応できる能力を「社会人
力」と捉えました。具体的には①問題発見および思考力、②協力・コミュニケーション
力、③改善・実行力をその要素と定義しました。さらに、「社会人力」育成には、実践
教育が極めて有効であると提案し、「環境ビジネス実践」、「地域ビジネス実践」、
「福祉ビジネス実践」、「経営分析実践」、「農業ビジネス実践」、「図書館経営論」、
「博物館ビジネス実践」、「映像ビジネス実践」、「伝統芸能ビジネス実践」、「法
務・税務ビジネス実践」、「地域ビジネス論」などの実践的な科目を導入・拡充しまし
た。これらの科目では、履修生は自ら思考し、判断し、実行する経験を蓄積しており、
これらの経験の蓄積は就職活動にも生かされています。
残念ながら、「就業力ＧＰ」は２０１１年度（平成２３年度）で廃止となりましたが、

このような機会をご提供いただいた文部科学省ならびに関係機関の皆様に厚く御礼申し
上げます。
経営学部は、これからも実践教育の拡充を進め、学生の「社会人力」の向上に努力し

ていく所存です。今後とも変わらぬご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

2 実践教育による「社会人力」育成プログラム

1. ごあいさつ

学 長

明 石 吉 三

（全学就業力ＧＰ委員長）

―自ら考え、積極的に行動する「世界の市民」の育成を目指して―

本報告書は平成２２年度文部科学省「大学生の就業力育成支援事業」（就業力ＧＰ）

に選定されました本学の「実践教育による「社会人力」育成プログラム」の取組につい

て、２０１０年度（平成２２年度）と２０１１年度（平成２３年度）の２年間の活動報

告を記したものです。

現在の日本は東日本大震災への対応、円高・株価の下落、加速する高齢化社会への対

応、所得格差、地球環境問題等々、幾多の難問に直面しています。このような状況に、

私たちはいかに対応していけばよいのでしょうか。答えが容易に見出せるはずもありま

せん。少なくともいえることは、私たち一人ひとりが、この状況をしっかり認識し、改

善に向け努力し続けることでしょう。そのためには従来の座学だけではなく、実践教育

が必要です。本学の取組は、自ら考え、積極的に行動する「世界の市民」の育成を目指

して活動をいたしました。

就業力ＧＰは当初５か年が予定されておりましたが、国の方針により２０１１年度

（平成２３年度）末で廃止されました。しかしながら、本学の取組の２年間の活動は４

回のシンポジウムの開催、１１の実践教育の実施と充実したものとなりました。これも

ひとえに、実践教育に携わった教職員、地域の皆様、関係団体及び他大学関係者の皆様

のご支援のおかげと深く御礼申し上げます。

本取組で実施しました実践教育は引き続き行ってまいりますので、今後ともますます

のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

3実践教育による「社会人力」育成プログラム



 

 

4 実践教育による「社会人力」育成プログラム 

2.  事業概要 

2-1 取組の概要 

本取組は、実践教育を積極的に取り入れた教職協働プログラムを構築・実施すること

で、学生の「社会人力」を育成し、就業力の一層の向上を目指すものである。本学では、

変化の激しい時代に柔軟かつ的確に対応できる能力を「社会人力」と捉え、①問題発見

および思考力、②協力・コミュニケーション力、③改善・実行力を、その要素と考える。

具体的には、多様な情報を読み解く力、柔軟に発想する力、その結果を表現・伝達する

力、専門知識を学習し活用する力、様々な集団の中でコミュニケーションを図り、時に

はリーダーシップを発揮する力、英語を中心とした語学力等々である。 

このような「社会人力」を身につけるためには、画一的かつ知識集約型の学習ではな

く、多種多様な現実と向き合い、刺激を受けることが不可欠であり、そのためには実践

教育が極めて有効であると考える。この実践教育を推進するに当たり、本学では地元企

業や環境ＮＰＯ法人など学外の地域ネットワークを活用するとともに、学内の組織連携

をいっそう強化し、学生を全学的に支援する体制の整備を目指している。 

さらに、本取組においては導入を計画する学生ポータルシステムを積極的に活用する。

本学では従来、学部と事務組織あるいは事務組織間の連携を図り学生の就業力向上に努

めてきたが、教職協働で学生ポータルシステムを活用することで、個々の学生の実情に

即したきめ細かい助言や指導をさらに充実することができると考えている。 

本取組の骨子は次のとおりである。すなわち、学部教育では１年次の「大学生活入門

セミナー」、２年次の「基礎演習」、３・４年次の「演習」をコアに、専任教員による

きめ細かい指導を行っている。また、「キャリアデザインⅠ」「キャリアデザインⅡ」

「業界・職種研究入門」「職業を考える」「インターンシップ」「企業人に学ぶ」「起

業家育成入門」等のキャリア科目を用意しているが、本取組ではさらに①環境ビジネス

実践、②地域ビジネス実践という極めて実践的な教育科目を新設するとともに、上記の

演習でも積極的に実践教育を導入する。 

環境ビジネス実践では、環境問題に取り組むＮＰＯ法人や地域の農業の現場でインタ

ーンシップを行う。地域ビジネス実践では、婦人服・アクセサリーなどを販売する店舗

を学生だけで企画・経営する。また、各演習においては、その専門分野の特性に応じて

実践教育を導入する。さらに、南大阪地域大学コンソーシアムと連携する地域企業への

インターンシップ派遣を通じた実践教育も拡充する。これら授業科目や演習での学生の

取組は、演習などにてプレゼンテーションや論文作成としてまとめるとともに、学内外

の発表大会や合同ゼミでも成果を発表し、さらにはビジュアルコンテンツとして学内サ

ーバ上に蓄積、学生ポータルシステムやｅラーニングでの活用に供する。具体的には、

①既に蓄積されている個別学生の情報との接合によって、きめ細かなキャリア形成支援
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を実施、②ビジュアルコンテンツを基礎教育へ利用、③教員によるＦＤの資料として利

用などを計画している。本取組は、学部と、教務課、キャリアセンター、情報センター、

学生支援課、国際センター、エクステンション・センターなど全学各部局との有機的か

つ機動的な支援協力体制のいっそうの強化にも繋がると考えている。最後に本取組では、

卒業後の個々の学生に対しても、社会人力がどの程度身につき、かつ個々の職場で発揮

されているかをフォローアップする仕組みを導入・実施する。その際にも、学生ポータ

ルシステムや卒業生との連携を活用する。 

2-2 取組の趣旨・目的・達成目標 

2-2-1 趣旨 

本学では、様々なキャリア形成支援および就職支援を行っている。結果、２００９年

度の就職率は求職登録者に対して９３．２％である。この数字は、最近の厳しい就職状

況の中、近隣の他大学と比較しても良好な数値であるといえる。しかし、本学はこの数

値に満足するものではない。さらに、就職はあくまでも社会への窓口に過ぎず、重要な

ことは、社会の変化に柔軟かつ的確に適応できる能力を養成し、変化の激しい時代を生

き抜く力を身につけさせることであるとの認識の下、ここに以下の課題を挙げる。 

第一に、教育内容については、「座学」中心で、実践教育が乏しいことである。知識

習得や理論研究を中心とした「座学」の重要性を否定するものではないが、従来の教育

は、変化する現実に直面して、そこから学ぶ姿勢に乏しかったと言わざるを得ない。 

第二に、経営学部の学習内容は、企業経営、市場動向、情報分析、簿記会計など多岐

にわたり、ややもすれば、散漫なものになる恐れがある。しかし、旧来の履修体系は、

必ずしも学習の中心軸を意識させるものではなく、体系的とは言えない面がある。その

ため、経営学部生は、明確な学習目標を意識しにくかったと思われる。 

第三に、個々の学生の実情に即した指導が必ずしも十分ではない。個別の学生の情報

について、各部局や指導教員が分散的に保有せざるを得ないため、個々の学生の情報ポ

ートフォリオが欠如しており、その実情を客観的かつ総合的に把握できない。今後は、

情報ポートフォリオを構築し、それに基づいたきめ細やかな指導を行う必要がある。 

第四に、全学の連携を従来にも増して強化する必要がある。学生のキャリア形成支援

や就職支援は、キャリアセンター、エクステンション・センターだけでなく、教務課、

学生支援課、情報センターなどの各部局、さらに教員との連携も重要である。しかし、

本学も、一般に指摘されるような縦割り組織の弊害から無縁ではなく、各部局の取組に

ついて、情報共有や相互連携に課題を残している。そこで、教職員間の連携も含めた、

全学連携をいっそう強化・充実する必要がある。 
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変化の激しい時代に柔軟かつ的確に対応できる能力を「社会人力」と捉え、①問題発見

および思考力、②協力・コミュニケーション力、③改善・実行力を、その要素と考える。

具体的には、多様な情報を読み解く力、柔軟に発想する力、その結果を表現・伝達する

力、専門知識を学習し活用する力、様々な集団の中でコミュニケーションを図り、時に

はリーダーシップを発揮する力、英語を中心とした語学力等々である。 

このような「社会人力」を身につけるためには、画一的かつ知識集約型の学習ではな

く、多種多様な現実と向き合い、刺激を受けることが不可欠であり、そのためには実践

教育が極めて有効であると考える。この実践教育を推進するに当たり、本学では地元企

業や環境ＮＰＯ法人など学外の地域ネットワークを活用するとともに、学内の組織連携

をいっそう強化し、学生を全学的に支援する体制の整備を目指している。 

さらに、本取組においては導入を計画する学生ポータルシステムを積極的に活用する。

本学では従来、学部と事務組織あるいは事務組織間の連携を図り学生の就業力向上に努

めてきたが、教職協働で学生ポータルシステムを活用することで、個々の学生の実情に

即したきめ細かい助言や指導をさらに充実することができると考えている。 

本取組の骨子は次のとおりである。すなわち、学部教育では１年次の「大学生活入門

セミナー」、２年次の「基礎演習」、３・４年次の「演習」をコアに、専任教員による

きめ細かい指導を行っている。また、「キャリアデザインⅠ」「キャリアデザインⅡ」

「業界・職種研究入門」「職業を考える」「インターンシップ」「企業人に学ぶ」「起

業家育成入門」等のキャリア科目を用意しているが、本取組ではさらに①環境ビジネス

実践、②地域ビジネス実践という極めて実践的な教育科目を新設するとともに、上記の

演習でも積極的に実践教育を導入する。 

環境ビジネス実践では、環境問題に取り組むＮＰＯ法人や地域の農業の現場でインタ

ーンシップを行う。地域ビジネス実践では、婦人服・アクセサリーなどを販売する店舗

を学生だけで企画・経営する。また、各演習においては、その専門分野の特性に応じて

実践教育を導入する。さらに、南大阪地域大学コンソーシアムと連携する地域企業への

インターンシップ派遣を通じた実践教育も拡充する。これら授業科目や演習での学生の

取組は、演習などにてプレゼンテーションや論文作成としてまとめるとともに、学内外

の発表大会や合同ゼミでも成果を発表し、さらにはビジュアルコンテンツとして学内サ

ーバ上に蓄積、学生ポータルシステムやｅラーニングでの活用に供する。具体的には、

①既に蓄積されている個別学生の情報との接合によって、きめ細かなキャリア形成支援
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第五に、本学の導入・実施する、キャリア形成支援および就職支援は、広範かつ多岐

にわたるものであり、他大学と比較しても質量ともに充実したものであるが、体系的な

指導・支援が行われているとはいえない。そこで、体系的な指導・支援が必要である。 

2-2-2 目的 

上記の５つの課題に対して、以下のように課題解決目標を設定している。 

第一の課題については、本事業の中心となる実践教育の導入・拡充が挙げられる。た

だし、本学では、むやみに実践教育を実施することで、学生たちに様々な取り組みを強

制することを企図していない。あくまでも、「社会人力」を育成するという体系的かつ

大局的な見地に立ち、基礎的な能力のうえに、実践教育を実施することを重視している。 

第二の課題については、４つのコース制と２つのアドバンスト・プログラムを設定し、

体系的な履修を促すとともに、学習の中心軸を意識させ、学習目標の設定を容易にする

よう工夫している。 

第三の課題については、学生ポータルシステム（e‐ポートフォリオ）導入に向け作業

中であり、２０１０年秋のテスト運用、２０１１年春の本格稼働を目指している。これ

により、課題克服の基盤が構築されると思われる。 

第四および第五の課題については、本事業によって大幅な改善が期待される。本事業

の基盤として、全学連携の強化が必須であると認識しているからである。 

2-2-3 達成目標 

経営学部では、「環境ビジネス実践」と「地域ビジネス実践」を実践教育の正課授業

科目として学則に明記している。両科目とも１クラスでスタートするが就業力育成を目

指すために、両科目、２クラスを設置し、履修率のアップを目指す。これにより、各年

次生の４分の１（８０名程度）が履修できる。そして、上記科目を履修した学生にたい

して、卒業後に「就業満足度」の調査を行い、その結果を学部とその連携機関へのフィ

ードバックにより、内容の充実を図る。就業満足度を測るために、次の枠組みを用意す

る。 

a. 本学の卒業生ネットワークを通じて、本取組に参加した学生の追跡調査を行い、

アンケートなどの手法で、就業満足度を定量的に計測する。 

b. 経営学部で部分的に実施している卒業生ゼミで、本取組に参加した学生について、

ソフトな情報を収集する。 

c. 上記 a.および b.によって得られた情報を、学生ポータルシステム（e‐ポートフォ

リオ）で継続的に管理するとともに、統計的手法によって分析する。その結果を

次の取組に反映させる。 
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2-3 取組の具体的内容 
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に対する意識向上を図る。ここではいわゆる就活を意識させることよりも、「社会人力」

の基礎的要素（表現力やコミュニケーション能力）を身につけさせることを重視する。
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する。具体的には、①すでに蓄積されている個別学生の情報と重ね合わせることによっ

て、きめ細かなキャリア形成支援を実施、②ビジュアルコンテンツを基礎教育へ利用、

③教員によるＦＤの資料として利用、などを計画している。 

最後に、このプロセスで育成された「社会人力」を卒業後にどの程度発揮しているか

を検証していくために、卒業生ゼミや卒業生ネットワークを通じた、アンケート調査や

インタビュー調査を行い、絶えずフィードバックを行う。 

2-3-2 取組の全体スケジュール及び各年次の実施計画 

１年目は、科目の実施（経営学特講として試行的に実施）、学生ポータルシステムの

構築、学内の連携体制構築、学外連携体制の構築（プログラム内容作成）、実施・評価

のための連携構築（ＮＰＯ法人、企業、自治体、農家）、報告会開催、報告書作成、シ

ンポジウム開催などに取り組む。なお、学生自身と学外連携機関による評価の他、新た

に学内評価委員会を設置し評価する。次年度の科目の説明会と広報を行う。２～４年目

は、正課目の実施（２年目から正課目として拡充・実施）、学生ポータルシステム（e‐

ポートフォリオ）のカスタマイズ・拡充、連携体制の拡充（商店街、商工会議所などの

追加）、報告会開催、報告書作成、より発展したシンポジウムの開催などに取り組み、

１年目と同様の調査を実施するとともに、学外連携機関を含めた拡大評価委員会を設置

する。５年目は、２～４年目の内容に加え、最終年度として卒業生に対する調査を実施

する。具体的には、本取組が「社会人力」育成にどのように貢献したかについて、社会

人１～３年目となる実践科目を履修した卒業生１００名程度への調査を実施し、取組を

総括する。 

図 1 取組概要 
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2-4 取組の実施体制 

学部教育では１年次の「大学生活入門セミナー」、２年次の「基礎演習」、３・４年

次の「演習」において、専任教員によるきめ細かい指導とオフィスアワーを行っている

が、特にキャリアセンターとの連携は密であり、上記授業にキャリアセンターの職員が

適宜赴き、職業観育成に向けたアドバイスや講義を行っている。また、２年次には、将

来の進路選択に向けて自分の価値観・職業観・キャリア観などを探る一助として自己プ

ログレスレポート(ベネッセコーポレーション)を、キャリアセンターの仲介の下、実施

している。実際の就職活動を前に、３年生が戸惑うのがエントリーシートや履歴書の書

き方であるため、本学では、①キャリアセンター職員による個別指導、②エントリーシ

ート作成講座、③就職ガイダンスなどを行っているが、さらに演習担当教員がキャリア

センターと協力して熱心にこれを指導している。大学新卒者用の履歴書は、「研究課題」

や「勉学以外に大学で力を入れてきたこと」などを記載するため、学生と演習担当教員

とキャリアセンター担当者との協働は不可欠である。また、長期化する就職活動の中、

学生の状況を把握し、モチベーションが低下しないように助言や指導ができるよう、キ

ャリアセンターから個々の演習担当者に対し適宜内定状況が報告されている。教員と学

生が密接に関わり合う演習においては上記のとおりであるが、それ以外にも「キャリア

デザインⅠ」「キャリアデザインⅡ」「業界・職種研究入門」「働くことの法知識」、

「企業人に学ぶ」「職業を考える」「生活設計」「インターンシップ」「起業家育成入

門」などのキャリア科目については、キャリアセンターが原案を提示し、教務委員会、

学部教授会での審議を経て開講している。また、これらの科目運営に際しては、エクス

テンション・センター、学生支援課、ボランティアセンター、国際センター、外国語教

育センターなどの関連所管に意見や協力を求めている。さらに、従来のキャリア科目に

加え、「環境ビジネス実践」や「地域ビジネス実践」といった科目を追加し、3・４年

次の各演習においても実践教育を導入する。これらの教育には、南大阪地域大学コンソ

ーシアムやテクノステージ和泉、大阪府立産業技術総合研究所といった連携機関、学生

ポータルシステムを最大限に活用する。そのため新たに、上記の諸組織に情報センター、

学長事務課などを加えた全学的組織連携をもって本事業に取り組む。 
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図 1 取組概要 
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図 2 実施体制図 

 
 

2-4-1 全学就業力ＧＰ委員会 

委員長 明石 吉三 学長（事業代表者） 

委 員 今木 秀和 学長室長 

委 員 松尾 順介 経営学部長 
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1月 23日（月） 

 

①文部科学省メール＜【重要なお知らせ】大学生の就業力育

成支援事業の来年度予算案について 

②大学生の就業力育成支援事業に関する協議会の開催につい
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③大学生の就業力育成支援事業に関する協議会(報告) 

④大学生の就業力育成支援事業に関する協議会配付資料 

⑤大学生の就業力育成支援事業採択高の取組状況表 

⑥第 1回就業力ＧＰ関西Ｂブロック連絡会の開催通知 

第２回 2012年 

2月 8日（月） 

 

①2011年度第 1回全学就業力ＧＰ委員会議事録（案） 

②20120125 第 1回就業力ＧＰ関西ブロック連絡会の概要 

③「産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事

業」 

関西Ｂブロック 提案プログラム等調査票 

2-4-2 就業力ＧＰ推進委員会 

委員長 松尾 順介 経営学部長 
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委 員 牧野 丹奈子 経営学部教授 

委 員 信夫 千佳子 経営学部教授 

委 員 正亀 芳造 経営学部教授 

委 員 高田 里惠子 経営学部教授 

委 員 朴 大栄 経営学部教授 

委 員 山本 順一 経営学部教授 

委 員 井上 敏 経営学部教授 

委 員 横田 千尋 学長事務課（就業力ＧＰ事務局） 

委 員 森田 政恒 学部事務課 

委 員 森田 洋 情報センター事務課 

委 員 相島 淳子 就業力ＧＰ事務局 

 

＜2010年度＞ 

会議 日程 議題 

第 1回 2010年 

11月 19日（金） 

 

① 就業力 GP事業について、学内各所管への説明会 

② 和泉市役所からの企画提案 

③ 富士通株式会社からの企画提案 

第２回 2010年 

12月 15日（水） 

① e-ポートフォリオ（manaba folio）の仕様確認 

第 3回 2011年 

1月 19日（水） 

① 事業（実践教育による「社会人力」育成プログラム）実施計画

について 

② 事業Webサイトの設置について 

③ 平成 23年度大学生の就業力育成支援事業補助金調書の作成につ

いて 

④ その他 

第 4回 2011年 

2月 4日（金） 

① 平成 23年度補助金調書の作成について 

② manaba folioの稼動について 

③ 「実践教育による「社会人力」育成プログラム」のWebサイト
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④ その他 

第 5回 2011年 

3月 9日（水） 

① 平成 23年度補助金調書の作成について 

② manaba folioの稼動について 
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＜2011年度＞ 

会議 日程 議題 

第 1回 2011年 

4月 20日（水） 

① 月別事業実施計画の実績・成果報告について 

② 演習－農業ビジネス実践について 

③ 週休２日制度の導入に伴う T-208教室の管理について 

④ manaba folioの利用について 
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12 実践教育による「社会人力」育成プログラム 

会議 日程 議題 

⑤ その他 

第２回 2011年 

5月 25日（水） 

① 2011年度第 1回就業力ＧＰ推進委員会議事録について 

② 4月事業実施計画の実績・成果報告について 

③ 農業ビジネス実践プログラムについて 

④ アジアン映画祭について 

⑤ manaba folio（ＧＰコース）の利用について 

⑥ 就業力近畿地域会議の参加について 

⑦ 就業力ＧＰ事務局だよりの発行について 

⑧ 就業力ＧＰ Ｗｅｂサイトのリニューアルについて 

⑨ 5月～7月の実践プログラムスケジュールについて 

⑩ 平成 23年度交付補助金の増額について 

第 3回 2011年 

6月 22日（水） 

① 2011年度第 2回就業力ＧＰ推進委員会議事録について 

② ４・５月事業実施計画の実績・成果報告について 

③ 農業ビジネス実践プログラム（7月 2日）について 

④ 上方・芸能、映像実践の映画祭について 

⑤ ポートフォリオ、ＬＭＳの先端事例研究セミナー 

～manabaの運用実績と学習効果～について 

⑥ 就業力近畿地域会議について 

⑦ 「ＧＰ-ＬＩＮＫ」の創刊について 

⑧ 情報センター運営委員会から manaba folioについて 

⑨ その他 

⑩ 次回の開催について 

第 4回 2011年 

7月 6日（水） 

① 2011年度第 3回就業力ＧＰ推進委員会議事録について 

② 農業ビジネス実践プログラム実施報告 

③ 上方芸能イベント、映像ビジネス実践の映画祭実施報告 

④ manaba のバージョンアップ、個人情報掲載注意コメントにつ

いて 

⑤ 「ＧＰ-ＬＩＮＫ」２号について 

第 5回 2011年 

9月 20日（水） 

① 2011年度第 4回就業力ＧＰ推進委員会議事録について 

② 平成 23年度 補足書・交付決定について 

③ 予算について（補正予算・会計検査院の調査について） 

④ 実践科目の実施・成果報告（福祉ビジネス実践・環境ビジネス

実践・経営分析論・博物館ビジネス実践・税務法務ビジネス実

践）※実施報告書の作成について 

⑤ シンポジウム開催について 

⑥ 中間報告書について（見本誌・目次案） 

⑦ 外部評価委員について 

⑧ manaba（評価コレクションのまとめて返信機能） 

⑨ 「ＧＰ-ＬＩＮＫ」３号について 

第 6回 2011年 

10月 26日（水） 

① 2011年度第 5回就業力ＧＰ推進委員会議事録について 

② 第３回シンポジウムについて 

③ 第４回シンポジウムの開催について 

④ manaba folio 教員への講習について 

⑤ ＧＰ－ＬＩＮＫ vol.３について 
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会議 日程 議題 

⑥ ９～１０月の活動報告について 

⑦ その他 

第 7回 2012年 

1月 25日（水） 

① 2011年度第 6回就業力ＧＰ推進委員会議事録について 

② 第３回シンポジウムについて 

③ 第４回シンポジウムについて 

④ 大学生の就業力育成支援事業に関する協議会の開催について 

⑤ 第１回全学就業力ＧＰ委員会 

⑥ その他 

 
図 3 ペーパレス会議の様子 

 
 

2-4-3 就業力ＧＰ事務局 

横田 千尋 学長事務課 参事 
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森田 洋 情報センター事務課 

相島 淳子 就業力ＧＰ事務局 

2-4-4 就業力ＧＰ実習室 

 
図 4実習室の様子 
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2-5 取組の評価体制・方法 

①評価体制 

学部と、キャリアセンターなどの関連所管で構成する評価委員会を設置し、取組目的で

ある「社会人力」の育成という点から評価を行う。評価に際しては、学生や連携機関担

当者からの評価も加味する。また、評価結果は学長へ報告するとともに、次年度の活動

にフィードバックする。２年目以降は、取組に参加した学生の就職状況も踏まえつつ、

本取組の効果検定を行う。最終年度には、連携機関担当者も加えた拡大評価委員会を設

置し、本取組の客観的・包括的な評価を行う。 

②評価方法 

本取組により、学生に「社会人力」がどのように育成されているかということを評価す

るため、以下の調査を実施する。まず、教員が、実践科目の受講前と受講終了後に学生

に対してインタビュー調査を実施し、この結果から、本取組が学生の「社会人力」育成

に貢献したかどうかを評価する。次に、実践科目の毎回の講義に関する活動記録および

感想を各受講生に記録させ、その内容から、本取組が学生の「社会人力」育成に貢献し

たかどうかを評価する。第三に、取組に参加した学生の就職活動状況・結果についても

追跡調査し、本取組のキャリア形成に対する影響を評価する。最後に、各取組の進捗状

況に応じて、連携機関への聞き取り調査およびアンケート調査を行う。 

  

 

 
 

14 実践教育による「社会人力」育成プログラム



 

 

15 実践教育による「社会人力」育成プログラム 

3.  各実践科目の取組内容 

3-1 平成 22～23年度実施科目 

① 環境ビジネス実践 

＜取組内容＞ 

環境ＮＰＯ法人ＣＡＳＡでのインターンシップにより、現場を体験するとともに、ＮＰ

Ｏ法人の運営に対する理解も深める。インターンシップは、①温暖化等の問題に関する

調査・研究②自然エネルギー（風力・太陽力発電事業）に関する調査・研究③同ＮＰＯ

法人の現地調査への参加などを行い、締め括りとして実習成果発表会を行う。 

 

＜連携機関・団体等＞ 

◆ 特定非営利活動法人地球環境と大気汚染を考える全国市民会議（CASA） 

 

＜年間スケジュール＞ 

年 月 内容 

2010年度 

（平成 22年度） 

4月  履修者確定 

5月  受入先との調整（受け入れ日程など） 

7月  インターンシップ事前ガイダンス 

8月  インターンシップ実施（～９月） 

10月  報告会実施 

12月  今年度取組内容の改善検討、提携機関との打合せ 

1月  次年度履修予定者対象説明会開催 

3月  提携機関との最終調整 

2011年度 

（平成 23年度） 

4月  履修者確定 

5月  受入先との調整開始 

7月 

 インターンシップ事前ガイダンス 

 セミナー「原発問題と再生可能なエネルギーを探る（日本経済研究

センター）」参加 

 法政大学でのインタビュー調査 

8月  インターンシップ実施 

9月 

 インターンシップ実施 

 報告プレゼンテーション実施 

 セミナー「大震災後の日本-過去の危機から学ぶもの」参加 
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16 実践教育による「社会人力」育成プログラム 

年 月 内容 

12月 

 今年度取組内容の改善検討 

 提携機関との打合せ 

 「固定価格買い取り制度に係るワークショップ 

 （自然エネルギー財団(JREF)と環境エネルギー政策研究所

(ISEP)）」参加 

1月  次年度履修予定者対象説明会開催 

3月 

 「自然エネルギー財団シンポジウム」参加 

 「スマートイノベーション戦略会議（日本経済新聞社主催）」参加 

 提携機関との調整 

 履修希望者の選考 

 
図 5 インターンシップの様子 

 
 

図 6 報告プレゼンテーション 
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＜担当教員によるコメント＞ 
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18 実践教育による「社会人力」育成プログラム 

② 地域ビジネス実践 

＜取組内容＞ 

提携企業の講師より、店舗経営のノウハウ（企画、市場調査、広告、仕入れ、販売、在

庫管理、組織運営、情報利用など）を実践的に学び、学内で期間限定の店舗を学生たち

だけで経営する。店舗では、地元、和泉市の特産品も取り扱うことで、地場産業に関す

る知識も実践的に修得する。終了後には実習成果発表会を行う。 

 

＜連携機関・団体等＞ 

◆ 株式会社玉屋 

◆ 和泉市環境産業部商工観光課 

 

＜年間スケジュール＞ 

年 月 内容 

2010年度 

（平成 22年度） 

6月  外部の連携機関（企業、市役所）と講義内容の調整 

9月  全体の計画説明とグループ分け、市場調査の調査票作成 

10月  学生・高校生と地域住民に行うアンケート票・インタビュー調査票

原案作成、地場産業・婦人服業界の現状（講師：企業より招聘）、

アンケート票・インタビュー調査票の修正 

 市場調査実践－アンケート＆インタビュー調査実施＆まとめ、売上

計画作成 

 市場調査分析、店舗企画、商品企画、広報企画（講師：企業より招

聘） 

 広報実践－学生・高校生と地域住民に対する広報の実践 

11月  商品仕入れ・会計検討、接客サービス研修（講師：企業より招聘） 

 課題 4：店舗運営（桃山学院大学大学祭にて） 

店舗名「bell&beast」、11月 19～21日の 3日間営業、約 200名の

来客 

 報告会準備 

12月  体験報告会実施 

 来年度の講義について外部の連携機関と調整 

1月  次年度履修予定者対象説明会開催 

2011年度 

（平成 23年度） 

6月  外部の連携機関と講義内容の調整 

7月  連携先企業との調整 

9月  全体の計画説明とグループ分け 

 市場調査の調査票作成（企業よりゲスト講師招聘） 

10月  地場産業、婦人服業界の現状を学習（講師：企業より招聘） 

 学生による市場調査実施＆とりまとめ 

 店舗企画、商品企画（構成）、売上げ目標設定（企業よりゲスト講

師招聘）、広報企画・実践（企業よりゲスト講師招聘）、商品仕入

れ（於：アパレル本社および地場産業） 
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年 月 内容 

11月  広報実践（学内、地域、他大学など） 

 接客サービス検討（企業よりゲスト講師招聘）、店舗設計（企業よ

りゲスト講師招聘） 

 会計実践（企業よりゲスト講師招聘） 

 店舗運営（桃山学院大学大学祭にて） 

店舗名「ＭＯＤＯ ＭＥ」、11月 18～20日の 3日営業 

 報告会準備 

12月  体験報告会実施 

1月  次年度履修予定者対象説明会開催 

 
図 7 アンケート用紙とアンケートに利用した商品写真 

 
 

図 8 アンケート調査 
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図 9 仕入れ作業 

 
 

図 10 人工パールの仕入れ 

 
 

図 11 接客ロールプレイング 
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図 12 開店準備 

 

 
 

図 13 営業開始 
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22 実践教育による「社会人力」育成プログラム 

 

＜担当教員によるコメント＞ 

 本授業のねらいは、大きく２つありました。 

第一は、「生きた経営学」を学ぶことです。つまり、店舗経営を実践的に学ぶことによ

って、マーケティング、経営情報、会計などの分野の知識を体感しながら修得してもら

うということです。店舗経営が終わった後に、学生達から「マーケティング論に興味を

持った」、「簿記をしっかりと学びたい」という声が聞かれました。経営学への関心を

高めてくれたと思います。 

第二は、「社会人力」を身につけることです。結果的に、この授業を通じて特に向上し

た力は「コミュニケーション力」と「考える力」でした。たとえば、指導してくださっ

た企業の方々との打ち合わせ、近所の主婦の方々とのロールプレイング、地場産業の方

との交渉等、緊張感を伴う場面は学生達のコミュニケーション力を大いに伸ばすことに

なりました。また、店舗経営の一連のプロセスを全て学生達だけで行ったので、当事者

意識が芽生え、自分たちでいろいろ考える力が伸びました。 

以上の教育効果は座学の講義形式では得難いと考えられるため、今後もこのような実践

的な授業を発展させたいと考えております。 

  

図 14 「Ｍｏｄｅ mｅ」スタッフ（2011年度） 

 
 

図 15 体験報告会 
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③ 福祉ビジネス実践 

＜取組内容＞ 

地元、和泉市の福祉ビジネスを実践する。たとえば、和泉市の障がい者団体が経営し、

障がい者の就労訓練の場でもある喫茶店オアシスの経営コンサルティングに取り組む。

売上げの向上を追及するだけではなく、地域の様々な人々（障がいのある人もない人も、

大人も子供も、全ての住民）が交流し憩う場となれるように、日々、学生が企画し実践

している。 

 

＜連携機関・団体等＞ 

◆ 和泉障がい者ふれあいプラザオアシス 

◆ 和泉市青少年リーダー会 

◆ 和泉市北池田中学校吹奏学部 

 

＜年間スケジュール＞ 

年 月 内容 

2010年度 

（平成 22年度） 

4月 
 履修者確定 

 受入先へのヒアリング 

5月 
 喫茶オアシス経営改善案作成 

 改善案を関係者に寄贈 

6月 

 大学生、地域住民、喫茶オアシス利用者を対象とする、認知度・

意識調査実施 

 結果分析、報告書作成 

7月 

 報告書【オアシスに関する意識調査、利用実態調査】を、喫茶オ

アシス関係者に寄贈 

 喫茶オアシスの認知度向上を目指した第 1回イベントの企画、準

備、プログラム作成、協力機関宛依頼 

※協力期間：桃山学院大学吹奏学部、桃山学院大学聖歌隊、和泉

市青少年リーダー会等 

9月 
 第 1回イベント開催 

音楽コンサート「夕涼みコンサート inオアシス」 

10月 

 第 2回イベントの企画案作成 

経営改善案作成 

報告書作成 

11月 

 喫茶オアシスと打ち合わせ 

経営改善案の方針決定 

次年度履修予定者対象説明会開催 

12月 
 地域のコミュニティカフェ見学「カフェWITH（和歌山市）」 

コミュニティカフェ実施主体による出張講義 
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24 実践教育による「社会人力」育成プログラム 

年 月 内容 

1月 

 和泉市関係機関との会議 

 地域のコミュニティカフェ見学 

Joy's café（大阪府豊中市）、すけっちぶっく（大阪府堺市西

区）、コミュニティカフェ・ラテール（大阪府枚方市） 

2月  第 2回イベント準備、経営改善案報告書作成 

3月 
 「第二回シンポジウム“つながりをつくる”」開催（3月 15日開

催、参加者 65名） 

2011年度 

（平成 23年度） 

4月 

 履修者確定 

 喫茶オアシスとの打合せ 

 イベント協力機関との打合せ 

 大学・地域・福祉機関への広報活動 

 第 2回イベント開催 

「東日本大震災チャリティコンサート inオアシス」 

5月 
 イベントの効果考察 

 喫茶オアシスとの打合せ 

6月 

 イベント企画・実施 

 喫茶オアシスとの打合せ 

 イベント協力機関との打合せ 

 大学・地域への広報活動、交流 

7月 

 イベント企画・実施 

 喫茶オアシスとの打合せ 

 イベント協力機関との打合せ 

 大学・地域への広報活動、交流 

 イベント効果・新企画などの報告書作成 

8月 

 喫茶オアシスとの打合せ 

 第 3回イベント開催 

「絵はがき教室 inオアシス」 

9月 

 イベント協力機関との打合せ 

 第 4回イベント開催 

「第三回オアシスコンサート～音楽から始まるつながり～」 

10月  喫茶オアシスとの打合せ 

11月  次年度履修予定者説明会開催 

12月  イベント企画、交流 

1月 

 後期（12月末まで）活動の総括と翌年活動の計画 

 喫茶オアシスとの打合せ 

 経営改善に関する報告書作成 

 第四回シンポジウム準備 

2月 
 第四回シンポジウム準備 

 第四回シンポジウム用報告資料作成 
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25 実践教育による「社会人力」育成プログラム 

年 月 内容 

3月 

 次年度活動の準備 

 次年度履修予定者も加えた勉強会 

 第四回シンポジウム実施 

 
図 16 東日本大震災チャリティコンサート 

チラシ 

 
 

図 17 バッジとメッセージカード 

（募金のお礼） 

 
 

 

図 18 東日本大震災チャリティコンサート inオアシス 

 
 

 

 

24 実践教育による「社会人力」育成プログラム 

年 月 内容 

1月 

 和泉市関係機関との会議 

 地域のコミュニティカフェ見学 

Joy's café（大阪府豊中市）、すけっちぶっく（大阪府堺市西

区）、コミュニティカフェ・ラテール（大阪府枚方市） 

2月  第 2回イベント準備、経営改善案報告書作成 

3月 
 「第二回シンポジウム“つながりをつくる”」開催（3月 15日開

催、参加者 65名） 

2011年度 

（平成 23年度） 

4月 

 履修者確定 

 喫茶オアシスとの打合せ 

 イベント協力機関との打合せ 

 大学・地域・福祉機関への広報活動 

 第 2回イベント開催 

「東日本大震災チャリティコンサート inオアシス」 

5月 
 イベントの効果考察 

 喫茶オアシスとの打合せ 

6月 

 イベント企画・実施 

 喫茶オアシスとの打合せ 

 イベント協力機関との打合せ 

 大学・地域への広報活動、交流 

7月 

 イベント企画・実施 

 喫茶オアシスとの打合せ 

 イベント協力機関との打合せ 

 大学・地域への広報活動、交流 

 イベント効果・新企画などの報告書作成 

8月 

 喫茶オアシスとの打合せ 

 第 3回イベント開催 

「絵はがき教室 inオアシス」 

9月 

 イベント協力機関との打合せ 

 第 4回イベント開催 

「第三回オアシスコンサート～音楽から始まるつながり～」 

10月  喫茶オアシスとの打合せ 

11月  次年度履修予定者説明会開催 

12月  イベント企画、交流 

1月 

 後期（12月末まで）活動の総括と翌年活動の計画 

 喫茶オアシスとの打合せ 

 経営改善に関する報告書作成 

 第四回シンポジウム準備 

2月 
 第四回シンポジウム準備 

 第四回シンポジウム用報告資料作成 
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26 実践教育による「社会人力」育成プログラム 

図 19 喫茶オアシスとの打合せ 

 
 

図 20 新メニュー「夏カレー」試作会 

 
 

図 21 大学事務局との予算折衝体験 

 
 

図 22 喫茶オアシスとの打合せ（オアシスサポーターカード制作） 
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27 実践教育による「社会人力」育成プログラム 

図 23 絵はがき教室 in オアシス チラシ 

 
 

図 24 「絵はがき教室 inオアシス」 

 
 

 

 

26 実践教育による「社会人力」育成プログラム 

図 19 喫茶オアシスとの打合せ 

 
 

図 20 新メニュー「夏カレー」試作会 

 
 

図 21 大学事務局との予算折衝体験 

 
 

図 22 喫茶オアシスとの打合せ（オアシスサポーターカード制作） 
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28 実践教育による「社会人力」育成プログラム 

 

＜担当教員によるコメント＞ 

 近年、ソーシャルビジネスやコミュニティビジネスなど、利益最大化を第一の目的

としないビジネスがあらわれてきています。本取り組みでは、地元の福祉ビジネス

（障がい者の方の就労訓練施設でもある喫茶店）の経営を、実際にサポートすること

によって、コミュニティビジネスの意義や課題を勉強しました。学生達は、事業性と

社会性を両立させることが如何に難しいかということを実感してくれたと思います。

この取り組みにおいて、学生達と何度も話し合ったのは、「何のために働くのか」と

図 25 オアシスコンサート チラシ 

 
 

図 26 第三回オアシスコンサート～音楽から始まるつながり～ 
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29 実践教育による「社会人力」育成プログラム 

いうことでした。「お金のため」と答える学生もいましたし、「社会のため」と答え

る学生もいました。「自分らしさを成長させるため」と答える学生もいました。答え

はさまざまでしたが、この取り組みを通じて、「何のために働くのか」という意識を

各学生が育ててくれたと思います。 
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＜担当教員によるコメント＞ 

 近年、ソーシャルビジネスやコミュニティビジネスなど、利益最大化を第一の目的

としないビジネスがあらわれてきています。本取り組みでは、地元の福祉ビジネス

（障がい者の方の就労訓練施設でもある喫茶店）の経営を、実際にサポートすること

によって、コミュニティビジネスの意義や課題を勉強しました。学生達は、事業性と

社会性を両立させることが如何に難しいかということを実感してくれたと思います。

この取り組みにおいて、学生達と何度も話し合ったのは、「何のために働くのか」と

図 25 オアシスコンサート チラシ 

 
 

図 26 第三回オアシスコンサート～音楽から始まるつながり～ 
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30 実践教育による「社会人力」育成プログラム 

3-2 平成 23年度実施科目 

④ 経営分析論 

＜取組内容＞ 

大阪府と和泉市が地域産業活性化のため造成した「テクノステージ和泉」には、多数の

優良中小企業が集積し、本学では、これらの企業と地域、産学官の連携を進めてきた。

本取組では、学生が提携企業の財務分析や経営者との意見交換を経て経営上の課題を示

すなど、協力を一層進展させる。 

 

＜連携機関・団体等＞ 

◆ テクノステージ和泉まちづくり協議会 

◆ 和泉市役所環境産業部商工観光課 

◆ 和泉市商工会議所 

 

＜年間スケジュール＞ 

年 月 内容 

2011年度 

（平成 23年度） 

4月 
 履修者確定 

 連携候補企業へのヒアリング（テクノロール㈱見学会実施） 

5月  連携候補企業へのヒアリング（㈱共成見学会実施） 

6月 
 連携先企業の確定と調整 

 公認会計士による実践講義 

7月  経営分析実践 

8月  経営分析実践 

9月  経営分析実践 

10月  経営分析実践 

11月 
 経営分析実践 

 連携企業訪問：テクノロール株式会社 

12月 
 経営分析実践 

 連携企業訪問：株式会社共成 

1月 
 経営分析実践 

 報告書作成 

2月  報告書作成 
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31 実践教育による「社会人力」育成プログラム 

年 月 内容 

3月 
 今年度活動内容の反省と次年度履修内容の検討 

 第四回シンポジウム実施 

 
図 27 テクノロール株式会社 見学会 

 

 

 

 
 

 

 

30 実践教育による「社会人力」育成プログラム 

3-2 平成 23年度実施科目 

④ 経営分析論 

＜取組内容＞ 

大阪府と和泉市が地域産業活性化のため造成した「テクノステージ和泉」には、多数の

優良中小企業が集積し、本学では、これらの企業と地域、産学官の連携を進めてきた。

本取組では、学生が提携企業の財務分析や経営者との意見交換を経て経営上の課題を示

すなど、協力を一層進展させる。 

 

＜連携機関・団体等＞ 

◆ テクノステージ和泉まちづくり協議会 

◆ 和泉市役所環境産業部商工観光課 

◆ 和泉市商工会議所 

 

＜年間スケジュール＞ 

年 月 内容 

2011年度 

（平成 23年度） 

4月 
 履修者確定 

 連携候補企業へのヒアリング（テクノロール㈱見学会実施） 

5月  連携候補企業へのヒアリング（㈱共成見学会実施） 

6月 
 連携先企業の確定と調整 

 公認会計士による実践講義 

7月  経営分析実践 

8月  経営分析実践 

9月  経営分析実践 

10月  経営分析実践 

11月 
 経営分析実践 

 連携企業訪問：テクノロール株式会社 

12月 
 経営分析実践 

 連携企業訪問：株式会社共成 

1月 
 経営分析実践 

 報告書作成 

2月  報告書作成 
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32 実践教育による「社会人力」育成プログラム 

図 28 株式会社共成 見学会 

 
 

図 29 公認会計士による講義 

 
 

 

＜担当教員によるコメント＞ 

実践授業としての経営分析は、大手上場企業であれば有価証券報告書を通じて分析

のためのデータ収集が容易です。反面、産学連携が難しく、別世界の企業の経営分析

に陥りがちです。本経営分析実践では、近隣工業団地であるテクノステージ和泉の中

小企業 2社と連携し、実際の決算報告書を基に経営分析を行いました。 

まずは、分析対象とした会社の業態を知るために、工場見学など会社訪問を行い、

経営者から会社の特徴、現状、今後の経営上の課題などの説明を受け、直接、会社側

との意見交換を行うとともに、学生自ら経営分析と会社から提示された課題への回答

をまとめ、最終的に、経営者側を招いてプレゼンテーションを行いました。 
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33 実践教育による「社会人力」育成プログラム 

本授業は、会社経営者との意見交換を行うことにより、経営者の生の声を聞くとと

もに、学生自らが経営にかかわる感覚で実践を積むことができました。特に、経営分

析が単なる指標計算ではなく、会社業態と関連させて分析できたことが収穫であった

と考えます。 

また、会社経営は継続することから経営分析は時々刻々変化します。そのため、初

年度は 3 年生中心で活動し、4 年生になると 3 年生の指導にあたるという継続学習を

してきましたが、指導力、教育力も身につくなど、望ましい成果が表れてきています。 

  

 

 

32 実践教育による「社会人力」育成プログラム 

図 28 株式会社共成 見学会 

 
 

図 29 公認会計士による講義 

 
 

 

＜担当教員によるコメント＞ 

実践授業としての経営分析は、大手上場企業であれば有価証券報告書を通じて分析

のためのデータ収集が容易です。反面、産学連携が難しく、別世界の企業の経営分析

に陥りがちです。本経営分析実践では、近隣工業団地であるテクノステージ和泉の中

小企業 2社と連携し、実際の決算報告書を基に経営分析を行いました。 

まずは、分析対象とした会社の業態を知るために、工場見学など会社訪問を行い、

経営者から会社の特徴、現状、今後の経営上の課題などの説明を受け、直接、会社側

との意見交換を行うとともに、学生自ら経営分析と会社から提示された課題への回答

をまとめ、最終的に、経営者側を招いてプレゼンテーションを行いました。 
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34 実践教育による「社会人力」育成プログラム 

⑤ 農業ビジネス実践 

＜取組内容＞ 

地元、和泉市には、広大な農地がある一方、未利用の大規模開拓農地の存在等、農業活

性化が重要な課題となっている。本学も、教育の立場より農商工連携の面等で活性化に

一定の役割を担ってきた。今回の本取組でも、実践面はもちろん、農業活性化をテーマ

に農業ビジネスを幅広く学ぶ。 

 

＜連携機関・団体等＞ 

◆ ㈶大阪府みどり公社 

◆ テクノステージ和泉まちづくり協議会 

◆ 和泉市役所環境産業部商工観光課 

◆ 和泉市商工会議所 

◆ 農業法人いずみの里 

 

＜年間スケジュール＞ 

年 月 内容 

2011年度 

（平成 23年度） 

4月 
 第一回農業ビジネス実践プログラム連絡会議実施 

 内容検討（～３月） 

6月 
 連携機関との意見交換会開催 

 田植えの体験作業実施 

7月 
 農業体験（シイタケの原木管理作業、野菜の収穫・出荷作業）実

施 

9月  提携可能会社との交渉 

10月 
 ㈲いずみの里訪問 

 学内協力機関との交渉 

11月  ㈲いずみの里（連携企業）訪問 

12月 
 ㈲いずみの里（連携企業）訪問 

 提携可能会社・学内機関との交渉・調整 

1月 
 ネット販売企画 

 学内機関との交渉・調整 

2月  報告書作成 

3月 
 H24年度からの実施内容調整 

 第四回シンポジウム実施 
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35 実践教育による「社会人力」育成プログラム 

図 30 連携機関との意見交換会 

 
 

図 31 田植えの体験 

 
 

図 32 シイタケの原木管理作業体験 
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⑤ 農業ビジネス実践 

＜取組内容＞ 

地元、和泉市には、広大な農地がある一方、未利用の大規模開拓農地の存在等、農業活

性化が重要な課題となっている。本学も、教育の立場より農商工連携の面等で活性化に

一定の役割を担ってきた。今回の本取組でも、実践面はもちろん、農業活性化をテーマ

に農業ビジネスを幅広く学ぶ。 

 

＜連携機関・団体等＞ 

◆ ㈶大阪府みどり公社 

◆ テクノステージ和泉まちづくり協議会 

◆ 和泉市役所環境産業部商工観光課 

◆ 和泉市商工会議所 

◆ 農業法人いずみの里 

 

＜年間スケジュール＞ 

年 月 内容 

2011年度 

（平成 23年度） 

4月 
 第一回農業ビジネス実践プログラム連絡会議実施 

 内容検討（～３月） 

6月 
 連携機関との意見交換会開催 

 田植えの体験作業実施 

7月 
 農業体験（シイタケの原木管理作業、野菜の収穫・出荷作業）実

施 

9月  提携可能会社との交渉 

10月 
 ㈲いずみの里訪問 

 学内協力機関との交渉 

11月  ㈲いずみの里（連携企業）訪問 

12月 
 ㈲いずみの里（連携企業）訪問 

 提携可能会社・学内機関との交渉・調整 

1月 
 ネット販売企画 

 学内機関との交渉・調整 

2月  報告書作成 

3月 
 H24年度からの実施内容調整 

 第四回シンポジウム実施 
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36 実践教育による「社会人力」育成プログラム 

図 33 いずみの里訪問 

 

図 34 ネット販売企画 

 
 

＜担当教員によるコメント＞ 

農業ビジネス実践は、和泉市農家の主婦の皆さんが経営する農業法人と連携し、米粉

パンやジャム、お味噌など、和泉農産加工物の販売をお手伝いするという形でビジネス

実践学習を行ってきました。 

本農業法人の製品は健康志向もあって人気が出てきており、大阪産（もん）商品とし

ての普及にも力を入れ、大阪府知事表彰を受けられています。しかし、和泉・泉南地域

を超えた販売には限界がありました。学生は、この限界を克服するために、ネット販売

ならびに学内販売の２チームを作り、産学連携を進めてきました。ネット販売では、一

般に使われるメール連絡が本農業法人では必ずしも利用可能ではないなど、想定外の問

題がいくつか出てきました。その度に、現地を訪問し、意見交換をした結果、販売方法

の改善を検討するなど、フットワークの軽さ、チームワークによって、個々の問題を解

決する方法を学んできました。 

本農業ビジネス実践でも、3 年生中心で活動し、4 年生になると 3 年生の指導にあた

るという継続学習をしてきましたが、指導力、教育力も身につくなど、望ましい成果が

表れてきています。 
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37 実践教育による「社会人力」育成プログラム 

⑥ 図書館経営論 

＜取組内容＞ 

図書館について、その役割、制度といった基礎的な知識の説明に加え、近年、大きな課

題となっている地域固有の条例や要綱、行政等の逼迫した財政等にも触れる。現場の司

書も招聘し、公共的文化ビジネスとしての公立図書館事業の現状と課題を、住民参加の

文脈のなかで考え、学ぶ。 

 

＜連携機関・団体等＞ 

◆ 大阪府立図書館 

◆ 堺市立図書館 

◆ 和泉市立図書館 

◆ 図書館関連業企業 

◆ 図書館ボランティア 

 

＜年間スケジュール＞ 

年 月 内容 

2011年度 

（平成 23年度） 

4月  履修者確定 

5月  地元公立図書館等へのヒアリング 

6月  地元公立図書館にて事前実習 

7月  実習事前ガイダンス 

8月  インターンシップの実施（堺市立図書館） 

12月  公立図書館の経営評価 

1月 
 地元和泉市立図書館の指定管理者受託企業(TRC)から資料の提供

を受け、指定管理者制度について検討 

3月  今年度活動内容の反省と次年度履修内容の検討 

 

＜担当教員によるコメント＞ 

国立国会図書館関西館、大阪府立図書館、堺市立図書館の現場に勤務する司書をゲス

ト講師として迎え、座学を超えた図書館の具体的な運営の実態を講義していただき、履

修学生と相互対話の機会がもてたことにより、学生たちが公共図書館をいままで以上に

身近に感じてもらえたことが大きい。ゲスト講師の出講の前の授業でそれぞれの図書館

の制度的位置づけや特徴を講義し 、後の授業でそれぞれの図書館の問題点と課題を振

り返ることも行い、実践的授業の効果を高めようと努めた結果、司書課程履修学生の中

で夏期の図書館実習を内容とするインターンシップに参加する学生もあらわれた。今後
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図 33 いずみの里訪問 

 

図 34 ネット販売企画 

 
 

＜担当教員によるコメント＞ 

農業ビジネス実践は、和泉市農家の主婦の皆さんが経営する農業法人と連携し、米粉

パンやジャム、お味噌など、和泉農産加工物の販売をお手伝いするという形でビジネス

実践学習を行ってきました。 

本農業法人の製品は健康志向もあって人気が出てきており、大阪産（もん）商品とし

ての普及にも力を入れ、大阪府知事表彰を受けられています。しかし、和泉・泉南地域

を超えた販売には限界がありました。学生は、この限界を克服するために、ネット販売

ならびに学内販売の２チームを作り、産学連携を進めてきました。ネット販売では、一

般に使われるメール連絡が本農業法人では必ずしも利用可能ではないなど、想定外の問

題がいくつか出てきました。その度に、現地を訪問し、意見交換をした結果、販売方法

の改善を検討するなど、フットワークの軽さ、チームワークによって、個々の問題を解

決する方法を学んできました。 

本農業ビジネス実践でも、3 年生中心で活動し、4 年生になると 3 年生の指導にあた

るという継続学習をしてきましたが、指導力、教育力も身につくなど、望ましい成果が

表れてきています。 
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の課題としては、ゲスト講師の授業を効果的に配置することにとどまらず、授業期間中

に図書館の見学や実習を取り入れることができればさらに効果が高まるものと思われる。 
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⑦ 博物館ビジネス実践 

＜取組内容＞ 

和泉市の久保惣記念美術館及びいずみの国歴史館と本学は、従来、博物館実習や関連講

義で連携してきた。本取組では、学芸員、教員による博物館運営の事前講義、久保惣記

念美術館でのインターンシップを経て、実習成果報告会にて学生が新たな集客案、館内

外活動案の企画を発表する。 

 

＜連携機関・団体等＞ 

◆ 和泉市久保惣記念美術館 

◆ 和泉市いずみの国歴史館 

 

＜年間スケジュール＞ 

年 月 内容 

2011年度 

（平成 23年度） 

4月  履修者確定 

5月  和泉市久保惣記念美術館へのヒアリング 

7月 
 和泉市久保惣記念美術館との打合せ 

 履修学生に対する事前ガイダンス実施 

8月 

 和泉市久保惣記念美術館館長による講義 

「和泉市久保惣記念美術館経営の現状」 

（講師－河田館長、科目担当者） 

11月  ゲスト講師による講義（㈱海遊館、大阪府文化財センター） 

12月  履修学生による和泉市久保惣記念美術館の経営分析 

1月  和泉市久保惣記念美術館の経営分析の履修学生間での再検討 

2月 
 和泉市久保惣記念美術館の経営に対する履修学生からの研究発表

と提案 

3月  今年度活動内容の反省と次年度履修内容の検討 

 
図 35 和泉市久保惣記念美術館館長による講義 
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の課題としては、ゲスト講師の授業を効果的に配置することにとどまらず、授業期間中

に図書館の見学や実習を取り入れることができればさらに効果が高まるものと思われる。 
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図 36 ゲスト講師による講義（株式会社海遊館） 

 
 

図 37 ゲスト講師による講義（大阪府文化財センター） 

 
 

＜担当教員によるコメント＞ 

本受講生の 4 年次生は従来よりＮＰＯ法人への就職を希望しており、アルバイトやボ

ランティアを通じてＮＰＯ法人と関わりをもっていたが、今回の実践科目を受講したこ

とで、さらにＮＰＯ法人の分野について、より広く、かつ多様であることが認識でき、

本人の将来像をより具体的に考えられたようであった。3 年次生の受講生は文芸作品を

書くのを趣味としており、将来も文筆業を目指すとのことであったが、博物館における

ビジネスという社会の一般的な感覚からは意外な組み合わせの視点の本実践科目には大

変興味を抱いてくれたようで、熱心に受講してくれた。受講生全体としては博物館を市

民の目線からどのように利用しやすいものに変えていくか、というビジネスを進めてい

く上で重要な考え方を収得できたと思われる。 

また和泉市久保惣記念美術館は以前より本学の博物館学芸員課程における講義・実習

科目への協力をいただいてきたが、今回の実践教育科目をきっかけに本学エクステンシ

ョンセンター主催の授業科目へも学芸員の方々のご協力をいただけるようになった。今

後も多方面でのご協力をいただける旨、お話をいただいており、今後一層の博学連携が

進められることが期待できる。 
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⑧ 映像ビジネス実践 

＜取組内容＞ 

大阪市等の行政、経済界、在阪放送局が一体となり支援する OSAKA ASIAN BEST の中核

事業、大阪アジアン映画祭と連携し、学内でアジアの映画を自主上映し、シンポジウム

を開催する。今後は、同映画祭の企画・運営に参加し、広報活動やイベント運営等に携

わることを検討している。 

 

＜連携機関・団体等＞ 

◆ ＮＰＯコミュニティシネマ大阪 

◆ 大阪アジアン映画祭実行委員会 

 

＜年間スケジュール＞ 

年 月 内容 

2011年度 

（平成 23年度） 

4月 
 ＮＰＯコミュニティシネマ大阪及び大阪アジアン映画祭実行委員

会と連携し、大阪アジアン映画祭のプレ企画の開催を検討 

5月 
 プレ企画（ミニアジアン映画祭－６月実施予定）のコンテンツ選

定 

6月 
 映画祭「今だからこそ考えてみませんか？～原子力発電と代替エ

ネルギー～」開催 

7月  映画祭「映画で読み解く、中国の今」開催 

3月 
 提携期間との調整 

 第四回シンポジウム実施 

 
図 38 イベント企画ミーティング 
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図 36 ゲスト講師による講義（株式会社海遊館） 

 
 

図 37 ゲスト講師による講義（大阪府文化財センター） 

 
 

＜担当教員によるコメント＞ 

本受講生の 4 年次生は従来よりＮＰＯ法人への就職を希望しており、アルバイトやボ

ランティアを通じてＮＰＯ法人と関わりをもっていたが、今回の実践科目を受講したこ

とで、さらにＮＰＯ法人の分野について、より広く、かつ多様であることが認識でき、

本人の将来像をより具体的に考えられたようであった。3 年次生の受講生は文芸作品を

書くのを趣味としており、将来も文筆業を目指すとのことであったが、博物館における

ビジネスという社会の一般的な感覚からは意外な組み合わせの視点の本実践科目には大

変興味を抱いてくれたようで、熱心に受講してくれた。受講生全体としては博物館を市

民の目線からどのように利用しやすいものに変えていくか、というビジネスを進めてい

く上で重要な考え方を収得できたと思われる。 

また和泉市久保惣記念美術館は以前より本学の博物館学芸員課程における講義・実習

科目への協力をいただいてきたが、今回の実践教育科目をきっかけに本学エクステンシ

ョンセンター主催の授業科目へも学芸員の方々のご協力をいただけるようになった。今

後も多方面でのご協力をいただける旨、お話をいただいており、今後一層の博学連携が

進められることが期待できる。 
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図 39 映画祭「今だからこそ考えてみませんか？～原子力発電と代替エネルギー～」 チラシ 

 
 

図 40 映画祭「今だからこそ考えてみませんか？～原子力発電と代替エネルギー～」 

 
 

図 41 映画祭「映画で読み解く、中国の今」チラシ・アンケート 
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図 42 映画祭「映画で読み解く、中国の今」 

 
 

＜担当教員によるコメント＞ 

この取組では、アジアン映画祭と環境イベントの 2つの取り組みを実施した。 

まず、アジアン映画祭においては、①予想以上に人数を集めることができたが、その要

因としては、多数の先生から様々な協力をいただいたことが大きく影響しており、参加

学生の努力だけでは人集めが難しいことを実感することができた。中国は身近な国では

あり、この映画も学生にとって親近感のもてる内容であると予想していたが、多数の学

生を集めることは必ずしも容易ではないという認識を得ることができた。②事前にイベ

ントスケジュールを周到に計画し、リハーサル等も行ったが、予定時間を超過するなど、

実際のイベントは必ずしも計画通り進まず、スケジュール通りに進行させることの難し

さを認識することができた。③シンポジウムでは、映像を通じて感じたことを自分なり

に受け止め、専門家や留学生を含む多数の人に理解してもらうように説明することの難

しさを体得することができた。④アジアの留学生と意見交換することで、同じ映像に対

しても多様な見方があり、文化や国民性の違いを実感することができた。 

次に、環境イベントにおいては①予想以上に多数の参加者を集めることができ、環境

問題や環境ビジネスが極めて学生や社会人のなかで極めて関心の高いテーマであること

を認識することができた。特に、原子力発電の問題、福島原発事故の影響、自然エネル

ギーの可能性等については、質問も多く関心の高さがうかがわれ、参加学生自身の学習

意欲が刺激された。②事前にイベントスケジュールを周到に計画し、リハーサル等も行

ったが、予定時間を超過するなど、実際のイベントは必ずしも計画通り進まず、スケジ
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図 39 映画祭「今だからこそ考えてみませんか？～原子力発電と代替エネルギー～」 チラシ 

 
 

図 40 映画祭「今だからこそ考えてみませんか？～原子力発電と代替エネルギー～」 

 
 

図 41 映画祭「映画で読み解く、中国の今」チラシ・アンケート 
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ュール通りに進行させることの難しさを認識することができた。③環境問題には、専門

的な内容が多く含まれているため、このようなテーマを、一般の学生にわかりやすく説

明することの難しさを知ることができた。 
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⑨ 伝統芸能ビジネス実践 

＜取組内容＞ 

上方演芸の中心地・法善寺横丁にあるトリイホールは、小規模ながらも上方演芸の拠点

である。本取組では、上方演芸に対する造詣が深い同社社長の鳥居学氏ら上方伝統芸能

の担い手より現状・課題等を学んだうえで、伝統芸能の普及・振興策を探るとともに、

学内で芸能祭を自主運営する。 

 

＜連携機関・団体等＞ 

◆ 株式会社鳥居ビル 

◆ トリイホール 

 

＜年間スケジュール＞ 

年 月 内容 

2011年度 

（平成 23年度） 

4月  トリイホールと連携し、伝統芸能に関する企画開催を検討 

5月  企画の内容選定 

6月  伝統芸能企画「笑って体感☆上方芸能」開催 

3月 
 提携機関との調整 

 第四回シンポジウム実施 

 
図 43 伝統芸能企画「笑って体感☆上方芸能」チラシ 
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ュール通りに進行させることの難しさを認識することができた。③環境問題には、専門

的な内容が多く含まれているため、このようなテーマを、一般の学生にわかりやすく説

明することの難しさを知ることができた。 
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図 44 伝統芸能企画「笑って体感☆上方芸能」 

 
 

＜担当教員によるコメント＞ 

この取り組みにおいては、上方芸能イベントを実施した。その成果としては、①予想

に反して、必ずしも多数の人数を集めることができなかった。その要因としては、単に

広報の不十分さだけでなく、学生にとって上方芸能が身近なものでないことが大きく影

響していることを実感できた。お笑いに代表されるような上方芸能は、関西に根付いて

いると考えられがちだが、学生にとっては、必ずしも親近感のもてる内容ではなかった。

このような背景から、多数の学生を集めることは必ずしも容易ではないという認識を得

ることができた。②事前にイベントスケジュールを周到に計画し、リハーサル等も行っ

たが、予定時間を超過するなど、実際のイベントは必ずしも計画通り進まず、スケジュ

ール通りに進行させることの難しさを認識することができた。③質疑応答においては、

聴衆の関心をひくような質問を工夫し、的確な応答を引き出すことは容易でないことを

実感することができた。④上方芸能の担い手の方々とは、学生はほとんど日常的に接す
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ることがないのが実状であるが、本イベントを通じて交流が進み、多様な職業観や人生

観に接することができた。 
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図 44 伝統芸能企画「笑って体感☆上方芸能」 

 
 

＜担当教員によるコメント＞ 

この取り組みにおいては、上方芸能イベントを実施した。その成果としては、①予想

に反して、必ずしも多数の人数を集めることができなかった。その要因としては、単に

広報の不十分さだけでなく、学生にとって上方芸能が身近なものでないことが大きく影

響していることを実感できた。お笑いに代表されるような上方芸能は、関西に根付いて

いると考えられがちだが、学生にとっては、必ずしも親近感のもてる内容ではなかった。

このような背景から、多数の学生を集めることは必ずしも容易ではないという認識を得

ることができた。②事前にイベントスケジュールを周到に計画し、リハーサル等も行っ

たが、予定時間を超過するなど、実際のイベントは必ずしも計画通り進まず、スケジュ

ール通りに進行させることの難しさを認識することができた。③質疑応答においては、

聴衆の関心をひくような質問を工夫し、的確な応答を引き出すことは容易でないことを

実感することができた。④上方芸能の担い手の方々とは、学生はほとんど日常的に接す
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⑩ 法務・税務ビジネス実践 

＜取組内容＞ 

弁護士法人淀屋橋・山上合同は、大阪でも有数の大手弁護士法人であり、会社法務を専

門とする著名な弁護士が多数所属している。本取組では、これらの弁護士の指導の下で

インターンシップを実施することで、会社法務・税務等を実践的に学ぶ。 

 

＜連携機関・団体等＞ 

◆ 弁護士法人淀屋橋・山上合同・四宮章夫弁護士 

 

＜年間スケジュール＞ 

年 月 内容 

2011年度 

（平成 23年度） 

4月  インターンシップ先との打合せ 

5月  インターンシップの募集案内 

6月  インターンシップ参加者の選考、確定 

7月  インターンシップ事前ガイダンス 

8月  インターンシップ実施 

9月  インターンシップ実施 

 

＜担当教員によるコメント＞ 

履修学生にとって、法律事務所の業務をイメージすることは難しい。そこで、インタ

ーンシップを行う前に、事前ガイダンスを実施した。インターンシップ受入側である淀

屋橋・山上合同の担当弁護士が法務ビジネスの現状を講義するとともに、同法律事務所

の現況や概要を説明し、インターンシップでの課題を提示し、参加者のグループ分けと

日程調整を行った。履修生は本インターンシップで、次の成果を得た。①法律事務所の

業務について、裁判所の法廷などの現場体験を通じて、実践的に認識を深めることがで

きた。②将来のキャリアとして、法律事務所等のバックオフィス業務について関心をも

つきっかけとなった。③普段学生が接しないような案件や課題に取り組むことによって、

学生の体験の幅を広げることができた。④法律知識や法的手続きについて知識や認識を

深めることができた。 
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⑪ 地域ビジネス論 

＜取組内容＞ 

政府関係者から地域の課題や再生策を学んだ上で、工業、商業、娯楽文化などの分野で

活躍している方々から、その現状、課題および可能性について学ぶ。これによって、地

域で活躍できる人材の育成を目指す。 

 

＜連携機関・団体等＞ 
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◆ 和泉市 

◆ 地元企業 

◆ ＮＰＯ 

 

＜年間スケジュール＞ 

年 月 内容 

2011年度 

（平成 23年度） 

4月  履修者確定 

6月  連携先との調整開始 
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11月  講義 
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 講義 
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3月 
 提携機関との調整 
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講義 日程 所属 氏名 
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２０１１年 

１０月７日（金） 
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大滝 昌平 
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コープ自然派 大川 智恵子 
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１０月２１日（金） 

ＮＰＯコミュニティシネマ 

シネ・ヌーヴォ 
景山 理 
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２０１１年 

１０月２８日（金） 
トリイホール 鳥居 学 

第５回 
２０１１年 

１１月４日（金） 
グリップインターナショナル 桑田 隆晴 

第６回 
２０１１年 

１１月１１日（金） 
泉州羊毛工業 今井 康隆 

第７回 ２０１１年 関西トランスウェイ 池辺 義博 
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講義 日程 所属 氏名 

１１月２５日（金） 

第８回 
２０１１年 

１２月２日（金） 
HAYA English Academy 角田 愛 

第９回 
２０１１年 

１２月９日（金） 
タップルーツオフィス 丸亀 法幸 

第１０回 
２０１１年 

１月６日（金） 
さをりの森 城 祐司 

第１１回 
２０１１年 

１月１３日（金） 
マドック 瀧本 教正 

第１２回 
２０１１年 

１月２０日（金） 

経済産業省 

立地環境整備課 
中村 吉明 

 
図 45 第１回 閣官房地域活性化統合事務局 大滝 昌平氏 

 
 
図 46 第２回 コープ自然派 大川 智恵子氏 

 
 
図 47 第３回 ＮＰＯコミュニティシネマ シネ・ヌーヴォ 景山 理氏 
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図 48 第４回 トリイホール 鳥居 学氏 

 
 
図 49 第５回 グリップインターナショナル 桑田 隆晴氏 

 
 
図 50 第６回 泉州羊毛工業 今井 康隆氏 

 
 
図 51 第７回 関西トランスウェイ 池辺 義博氏 

 
 

 

 

50 実践教育による「社会人力」育成プログラム 

講義 日程 所属 氏名 

１１月２５日（金） 

第８回 
２０１１年 

１２月２日（金） 
HAYA English Academy 角田 愛 

第９回 
２０１１年 

１２月９日（金） 
タップルーツオフィス 丸亀 法幸 

第１０回 
２０１１年 

１月６日（金） 
さをりの森 城 祐司 

第１１回 
２０１１年 

１月１３日（金） 
マドック 瀧本 教正 

第１２回 
２０１１年 

１月２０日（金） 

経済産業省 

立地環境整備課 
中村 吉明 

 
図 45 第１回 閣官房地域活性化統合事務局 大滝 昌平氏 

 
 
図 46 第２回 コープ自然派 大川 智恵子氏 

 
 
図 47 第３回 ＮＰＯコミュニティシネマ シネ・ヌーヴォ 景山 理氏 

 
 

51実践教育による「社会人力」育成プログラム



 

 

52 実践教育による「社会人力」育成プログラム 

図 52 第８回 HAYA English Academy 角田 愛氏 

 
 
図 53 第９回 タップルーツオフィス 丸亀 法幸氏 

 
 
図 54 第１０回 さをりの森 城 祐司氏 

 
 
図 55 第１１回 マドック 瀧本 教正氏 
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図 56 第１２回 経済産業省立地環境整備課 中村 吉明氏 

 
 

＜担当教員によるコメント＞ 

本講義科目において得られた成果は以下である。①地域ビジネスの現場や政策に携わ

っている方々の講義を聞くことによって、普段学生が知りえない地域ビジネスの現状や

課題、さらに将来展望について関心を広げるきっかけを得た。②将来のキャリアとして、

地域ビジネスに関連する企業や組織の業務について関心をもつきっかけとなった。③授

業終了後、実際に講師の所属する企業や組織を訪問し、企業の活動内容やその魅力につ

いてインタビュー調査を行い、より認識を深めようとした履修者も現れた。④当該企業

や組織の業務や活動等に共感し、その取り組みを大学において実践しようとする履修者

も現れた。さらに、講義の締めくくりとして、1 月 20 日に履修者全員によるプレゼン

テーションを行った。なお、このプレゼンテーションは、実践的な課題を設定した上で、

グループワークによって行われた。プレゼンテーションを行った後、相互に批評すると

ともに、担当者と質疑応答した。これによって次の成果を得た。①グループワークを導

入したことで、コミュニケーション能力やリーダーシップの重要性を認識するとともに、

それを踏まえた取り組み方を工夫した。②課題の内容を実践的なテーマとすることによ

って、学生の自由な発想を引き出し、創意工夫を促すことができた。③課題を設定した

プレゼンテーションを行うことで、担当者にとっても、この科目の成果を確認し、次の

課題等を認識する材料を得ることができた。 
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図 52 第８回 HAYA English Academy 角田 愛氏 

 
 
図 53 第９回 タップルーツオフィス 丸亀 法幸氏 

 
 
図 54 第１０回 さをりの森 城 祐司氏 

 
 
図 55 第１１回 マドック 瀧本 教正氏 
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4.  e-ポートフォリオ（manaba folio） 

経営学部では、学生の一人一人にデータを蓄積できるスペース（ポートフォリオス

ペース）を提供するために、manaba folioを導入しています。学習の成果をポートフォ

リオに貯め、本人がふり返り、学生同士で評価しあうことを実現します。 

manaba folioは、学生が自ら貯めて構築していくポートフォリオ機能を中心として、

それを補完する各種機能があり、講義のフォローや学生指導、就職指導など、目的に

応じて幅広く利用することができます。 

学生のポートフォリオには毎年設定した目標や自己評価が蓄積されているため、経

年的な変化を確認することが可能であり、各自が設定した目標に加えて、授業や実践

科目での成果物が貯まっているため、学生が自己評価をする際にも活用できます。 

4-1 運用授業科目 

 大学生活入門セミナー 

 基礎演習 

 演習３ 

 演習４ 

 環境ビジネス実践 

 地域ビジネス論 

 経営学特講－メディアビジネス実践 

4-2 システムの構成 

maaba folioは、以下の２つの主な機能で構成されています。 

 

マイポートフォリオ 

 

マイポートフォリオは一人ひとりに提供されるデータ置き場です。授業

で提出したレポートや実習での活動報告、課題はもちろん、就職活動用

に調べた資料やサークルの写真など、なんでも貯めましょう。貯めたフ

ァイルは、友人同士でお互いに閲覧、コメントをすることができます。

ファイルごとに公開範囲も設定できるため様々な活用ができます。 

 

マイコース 

 

マイコースは、ゼミや授業、取り組みごとのコミュニティです。主な機

能は３つあります。 

■レポート 

教員からのレポート課題に対して、回答を提出することができます。提
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出した回答はマイポートフォリオに、自動的に蓄積されます。 

■掲示板 

教員への質問、情報共有やディスカッションができます。ファイルを共

有することもできます。携帯電話から他の人が書いたコメントを読んだ

り、返信を書くことができます。 

■コレクション一覧 

レポート機能を使って提出した他の人が提出したレポートを一覧で見る

ことができます。 

 
 

 
図 57 ログインページ 

 

図 58 マイページ画面（参考） 
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図 59 manaba folio マニュアル 
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5.  シンポジウム開催 

5-1 第 1回シンポジウム「社会人力を育成する」 

 

日時 ２０１１年３月９日（水） 

１５：２０開始 

場所 桃山学院大学 聖ペテロ館５階 第２会議室 

主催 桃山学院大学 全学就業力ＧＰ委員会 

プログラム ◆ 開会の挨拶 

桃山学院大学学長 明石 吉三 

◆ 「地域ビジネス実践」について 

株式会社玉屋取締役営業支援本部長 植田 茂和氏 

◆ 「環境ビジネス実践」について 

地球環境と大気汚染を考える全国市民会議（ＣＡＳＡ）事務局 

中村 庄和氏 

◆ 「福祉ビジネス実践」について 

特定非営利活動法人チャレンジド・ネットいずみ理事長  

山口 達雄氏 

◆ 閉会の挨拶 

桃山学院大学経営学部長 松尾 順介 

司会 牧野 丹奈子（経営学部教授） 

 
図 60 第１回シンポジウム 「社会人力を育成する」 チラシ 
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図 61 第 1回シンポジウム 社会人力を育成する 

  

◆開会の挨拶 

明石 吉三 （桃山学院大学学長） 

 
 

◆「地域ビジネス実践」について 

植田 茂和氏（株式会社玉屋取締役営業支援本部長） 

 
 

◆「環境ビジネス実践」について 

中村 庄和氏 

（地球環境と大気汚染を考える全国市民会議事務局） 

 
 

◆「福祉ビジネス実践」について 

山口 達雄氏 

（特定非営利活動法人チャレンジド・ネットいずみ理

事長）

 
 

◆司会 

牧野 丹奈子 （桃山学院大学経営学部教授） 

 
 

◆閉会の挨拶 

松尾 順介 （桃山学院大学経営学部長） 
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桃山学院大学学長 明石 吉三 

◆ 「地域ビジネス実践」について 

株式会社玉屋取締役営業支援本部長 植田 茂和氏 

◆ 「環境ビジネス実践」について 

地球環境と大気汚染を考える全国市民会議（ＣＡＳＡ）事務局 

中村 庄和氏 

◆ 「福祉ビジネス実践」について 

特定非営利活動法人チャレンジド・ネットいずみ理事長  

山口 達雄氏 

◆ 閉会の挨拶 

桃山学院大学経営学部長 松尾 順介 

司会 牧野 丹奈子（経営学部教授） 

 
図 60 第１回シンポジウム 「社会人力を育成する」 チラシ 
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5-2 第 2回シンポジウム「『つながり』をつくる」 

 

日時 ２０１１年３月１５日（火） 

１３：００開始 

場所 桃山学院大学 ２号館 ２－３０１（ハイビジョンシアター） 

主催 桃山学院大学 全学就業力ＧＰ委員会 

プログラム ◆ 開会の挨拶 

桃山学院大学学長 明石 吉三 

◆ 大学発、まちづくりカフェ“Ｗｉｔｈ”の挑戦 

和歌山大学経済学部教授 足立 基浩氏 

◆ 喫茶オアシスの現状とビジョン 

いずみ障害者ふれあいプラザオアシス店長 成田 元氏 

◆ 喫茶オアシスについての意見交換会 

◆ 休憩 

◆ 仕事を通じて学ぶ人とのつながり 

株式会社玉屋取締役営業支援本部長 植田 茂和氏 

◆ 閉会の挨拶 

桃山学院大学経営学教授 牧野 丹奈子 

司会 立花 直也（桃山学院大学経営学部３年次生） 

 
図 62 第２回シンポジウム 「『つながり』をつくる」 チラシ 
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図 63 第２回シンポジウム「つながり」をつくる 

◆会場案内 

 
 

◆会場案内 

 
 

◆受付 

 
 

◆打ち合わせ 

 
 

◆開会の挨拶 

明石 吉三 （桃山学院大学学長） 
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5-2 第 2回シンポジウム「『つながり』をつくる」 

 

日時 ２０１１年３月１５日（火） 

１３：００開始 

場所 桃山学院大学 ２号館 ２－３０１（ハイビジョンシアター） 

主催 桃山学院大学 全学就業力ＧＰ委員会 

プログラム ◆ 開会の挨拶 

桃山学院大学学長 明石 吉三 

◆ 大学発、まちづくりカフェ“Ｗｉｔｈ”の挑戦 

和歌山大学経済学部教授 足立 基浩氏 

◆ 喫茶オアシスの現状とビジョン 

いずみ障害者ふれあいプラザオアシス店長 成田 元氏 

◆ 喫茶オアシスについての意見交換会 

◆ 休憩 

◆ 仕事を通じて学ぶ人とのつながり 

株式会社玉屋取締役営業支援本部長 植田 茂和氏 

◆ 閉会の挨拶 

桃山学院大学経営学教授 牧野 丹奈子 

司会 立花 直也（桃山学院大学経営学部３年次生） 

 
図 62 第２回シンポジウム 「『つながり』をつくる」 チラシ 
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◆大学発、まちづくりカフェ“Ｗｉｔｈ”の挑戦 

足立 基浩氏（和歌山大学経済学部教授） 

 
 

 
 

◆質疑応答 
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◆司会 

立花 直也（桃山学院大学経営学部３年次生）

 
 

◆喫茶オアシスの現状とビジョン 

成田 元氏（いずみ障害者ふれあいプラザオアシス店

長）

 
 

◆喫茶オアシスについての意見交換会 

 
 

◆仕事を通じて学ぶ人とのつながり 

植田 茂和氏（株式会社玉屋取締役営業支援本部長）

 
 

◆仕事を通じて学ぶ人とのつながり 

植田 茂和氏（株式会社玉屋取締役営業支援本部長） 

 
 

◆閉会の挨拶 

牧野 丹奈子（桃山学院大学経営学教授）
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◆各報告で使用された資料 
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5-3 第 3回シンポジウム「これからを生きる就業力」 

 

日時 ２０１１年１２月１０日（土） 

１３：００開始 

場所 桃山学院大学 聖ヨハネホール 

主催 桃山学院大学 全学就業力ＧＰ委員会 

プログラム ◆ 開会の挨拶 

桃山学院大学学長 明石 吉三 

＜第１部＞ 

◆ 「就業力ＧＰの実状」 

桃山学院大学経営学部長 松尾 順介 

◆ 「大学生の就業力を高めるためにー自律性・社会性ー」 

桃山学院大学経営学部教授 信夫 千佳子 

◆ 「社会人として求められる能力ーＯＢからの提言ー」 

西日本電信電話株式会社 法人営業部 

ソリューションビジネス部担当課長 山根 啓史氏 

◆ 「女性社員の働き方の変化ーＯＧからの提言ー」 

株式会社日立製作所 関西支社 

公共情報システム営業部 横井 達子氏 

◆ 「実践教育における産学連携ー経営者が求める人材とはー」 

テクノロール株式会社 取締役会長 西脇 宏氏 

 

＜第２部＞ 

◆ 「“人間教育”の危機 －わが子を自立させるため親ができることー」 

財団法人日本総合研究所会長 多摩大学名誉学長 

野田 一夫氏 

 

＜第３部＞ 

◆ 情報交換会 

 

◆ 閉会の挨拶 

桃山学院大学 学長室長 今木 秀和 

司会 三森 さやか（日本コンベンションサービス） 
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◆受付

 
 

◆学内広報

 
 

◆開場 

 
 

◆会場の様子

 
 

◆司会 

三森 さやか（日本コンベンションサービス） 

 
 

◆開会の挨拶 

明石 吉三（桃山学院大学学長） 
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図 64 第３回シンポジウム 「これからを生きる就業力」 チラシ 

 
図 65 シンポジウムを映像コンテンツへ 

 
 
 
図 66 第３回シンポジウム これからを生きる就業力 

◆シンポジウムを運営する学生スタッフ 
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◆受付

 
 

◆学内広報

 
 

◆開場 

 
 

◆会場の様子

 
 

◆司会 

三森 さやか（日本コンベンションサービス） 

 
 

◆開会の挨拶 

明石 吉三（桃山学院大学学長） 
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◆「女性社員の働き方の変化ーＯＧからの提言ー」 

横井 達子氏 

（株式会社日立製作所 関西支社公共情報システム営業部） 

 
 

◆「実践教育における産学連携ー経営者が求める人材とはー」 

西脇 宏氏（テクノロール株式会社 取締役会長） 

 
 

◆休憩タイム 
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◆「就業力ＧＰの実状」 

松尾 順介（桃山学院大学経営学部長） 

 
 

◆「大学生の就業力を高めるためにー自律性・社会性ー」 

信夫 千佳子（桃山学院大学経営学部教授） 

 
 

◆「社会人として求められる能力ーＯＢからの提言ー」 

山根 啓史氏 

（西日本電信電話株式会社 法人営業部ソリューションビジネス部担当課長） 
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◆「女性社員の働き方の変化ーＯＧからの提言ー」 

横井 達子氏 

（株式会社日立製作所 関西支社公共情報システム営業部） 

 
 

◆「実践教育における産学連携ー経営者が求める人材とはー」 

西脇 宏氏（テクノロール株式会社 取締役会長） 

 
 

◆休憩タイム 
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82 実践教育による「社会人力」育成プログラム 

◆基調講演「“人間教育”の危機 －わが子を自立させるため親ができることー」 

野田 一夫氏 

（財団法人日本総合研究所会長 多摩大学名誉学長） 

 

 
 

◆情報交換会 

 
 

◆閉会の挨拶 

今木 秀和（桃山学院大学 学長室長）
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◆各報告で使用された資料 
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アンケート集計（回答者数 54名） 

１．「就業力 GPの実状」（松尾順介先生） 

a.大変良かった b.良かった c.ふつう d.良くなかった 
e.全く 

良くなかった 

9 27 12 3 1 

 

 
 

２．「大学生の就業力を高めるために―自律性・社会性―」（信夫千佳子先生） 

a.大変良かった b.良かった c.ふつう d.良くなかった 
e.全く 

良くなかった 

20 19 11 1 2 

 

 

a.大変良かった, 9 

b.良かった, 27 

c.ふつう, 12 

d.良くなかった, 3 

e.全く良くなかった, 1 

������GP���」�������� 

a.大変良かった 

b.良かった 

c.ふつう 

d.良くなかった 

e.全く良くなかった 

a.大変良かった, 20 

b.良かった, 19 

c.ふつう, 11 

d.良くなかった, 1 

e.全く良くなかった, 2 

���大����������た��―�������―」 
��������� 

a.大変良かった 

b.良かった 

c.ふつう 

d.良くなかった 

e.全く良くなかった 
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100 実践教育による「社会人力」育成プログラム 

 

３．「社会人として求められる能力―OBからの提言―」（山根啓史氏） 

a.大変良かった b.良かった c.ふつう d.良くなかった 
e.全く 

良くなかった 

20 24 8 0 1 

 

 
 

４．「女性社員の働き方の変化―OGからの提言―」（横井達子氏） 

a.大変良かった b.良かった c.ふつう d.良くなかった 
e.全く 

良くなかった 

20 17 13 2 1 

 

 
 

a.大変良かった, 20 

b.良かった, 24 

c.ふつう, 8 

d.良くなかった, 0 

e.全く良くなかった, 1 
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a.大変良かった 

b.良かった 

c.ふつう 

d.良くなかった 

e.全く良くなかった 

a.大変良かった, 20 

b.良かった, 17 

c.ふつう, 13 

d.良くなかった, 2 

e.全く良くなかった, 1 
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a.大変良かった 

b.良かった 

c.ふつう 

d.良くなかった 

e.全く良くなかった 
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５．「実践教育における産学連携―経営者が求める人材とは―」（西脇宏氏） 

a.大変良かった b.良かった c.ふつう d.良くなかった 
e.全く 

良くなかった 

14 17 13 4 3 

 

 
 

６．“人間教育”の危機―わが子を自立させるため親ができること―（野田一夫氏） 

a.大変良かった b.良かった c.ふつう d.良くなかった 
e.全く 

良くなかった 

30 10 2 0 1 

 

 
 
 

a.大変良かった, 14 

b.良かった, 17 

c.ふつう, 13 

d.良くなかった, 4 

e.全く良くなかった, 3 
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a.大変良かった 

b.良かった 

c.ふつう 

d.良くなかった 

e.全く良くなかった 

a.大変良かった, 30 

b.良かった, 10 

c.ふつう, 2 

d.良くなかった, 0 

e.全く良くなかった, 1 
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a.大変良かった 

b.良かった 

c.ふつう 

d.良くなかった 

e.全く良くなかった 
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３．「社会人として求められる能力―OBからの提言―」（山根啓史氏） 

a.大変良かった b.良かった c.ふつう d.良くなかった 
e.全く 

良くなかった 

20 24 8 0 1 

 

 
 

４．「女性社員の働き方の変化―OGからの提言―」（横井達子氏） 

a.大変良かった b.良かった c.ふつう d.良くなかった 
e.全く 

良くなかった 

20 17 13 2 1 

 

 
 

a.大変良かった, 20 

b.良かった, 24 

c.ふつう, 8 

d.良くなかった, 0 

e.全く良くなかった, 1 
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a.大変良かった 

b.良かった 

c.ふつう 

d.良くなかった 

e.全く良くなかった 

a.大変良かった, 20 

b.良かった, 17 

c.ふつう, 13 

d.良くなかった, 2 

e.全く良くなかった, 1 
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a.大変良かった 

b.良かった 

c.ふつう 

d.良くなかった 

e.全く良くなかった 
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102 実践教育による「社会人力」育成プログラム 

＜自由記述＞ 

・ 今回の講演会は本当に素晴らしかったです。生涯学習ということを再確認しました。

自分へのエールに思えたこの講演をもっと大きい教室で多くの学生・保護者にも聞

かせてあげたいと思いました。自分のエール立場で（年令関係なく）心に響き経営

学部に新しいエネルギーを感じました。学ぶということの楽しさを思い、感動しま

した。次回広報の仕方に一考して頂けたらと思います。 

・ 創業力をつけた学生を育てて下さい。 

・ 信夫先生、松尾先生の実践させる授業はすてきでした。学生が自信を持って、社会

に出ていって欲しい。 

・ 先日のエクステンションセンター主催のビジネスコンテストで発表した 7 組の学生

のアイデアを実現するゼミがあってもいいのかと。 

・ 桃大の知的財産を～増やして欲しい。 

・ 今日のような講演には、学内あげて参加者を出して欲しい。 

・ 学生のボランティア発表会、ビジネスコンテスト、等頑張ってる姿を全学で共有し

て欲しい。 

・ 素晴らしい会を与えていただき、感謝しております。 

・ 桃大で 1 番広い教室が一杯になった状態で本日のような講座が行われる日々を期待

します。 

・ 大変勉強になり楽しかったです。参加して良かったです。 

・ 就職する、仕事をするという事を考える機会になりました。 

・ 就業力 GP において実践教育を取り込み、社会の即戦力として学生を育成させるこ

とに非常に感動しました。大学は講義中心で本の中の世界でしか教育を受けない大

学も多くあるとおもうが、実践を積んだ学生のほうが面接時も他校の生徒と比べて

力を発揮できると思う。 

・ 学生が社会に出るにあたって、個人が考えるという動機付けをしっかり四年間実施

されているのは非常に素晴らしいことだと思います。 

・ 元気がでました 

・ 実践力をつけるカリキュラムをたくさんされていて取り組みの内容がよくわかりま

した。もっと多くの場面に発信していかれることを希望します。 

・ テクノステージの企業にも求人票をだして下さい。 

・ 本日の休講を掲示板にかいてほしい。家を出るのが早い為、パソコンで朝確認が出

来ず、学園に着いてからスマホでない為確認が取れず困った事がある。 

・ 野田一夫氏の講演はもっと大勢の学生たちにも、そして親にもきかせてもいい内容

だった。百人あまりでは、人をもっと集める努力がもっと必要だと感じた。 
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5-4 第 4回シンポジウム「実践演習コンペティション」 
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図 67 第４回シンポジウム 実践演習コンペティション チラシ 

 
 

◆司会 

大久保 文乃（桃山学院大学経営学部３年次生）

 
 

 

◆会場の様子 

 
 

◆開会の挨拶 

今木 秀和（桃山学院大学学長室長） 
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◆「近江楽座における取り組みと成長」 

近藤 隆二郎氏（滋賀県立大学環境科学部准教授） 

 

 
 

◆学生による発表（全１０チーム） 
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◆結果発表（講評） 
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◆閉会の挨拶 

松尾 順介（桃山学院大学経営学部長）

 
 

 

◆記念撮影
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◆報告で使用された資料 
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アンケート集計（回答者数名 87名） 

１．基調講演（近藤隆二郎氏） 

a.大変良かった b.良かった c.ふつう d.良くなかった 
e.全く 

良くなかった 

48 33 5 0 0 

 

 
 

２．６チームの報告 

a.大変良かった b.良かった c.ふつう d.良くなかった 
e.全く 

良くなかった 

28 53 5 0 0 

 

 

a.大変良かった, 48 

b.良かった, 33 

c.ふつう, 5 

d.良くなかった, 0 

e.全く良くなかった, 0 
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a.大変良かった 

b.良かった 

c.ふつう 

d.良くなかった 

e.全く良くなかった 

a.大変良かった, 28 

b.良かった, 53 

c.ふつう, 5 

d.良くなかった, 0 

e.全く良くなかった, 0 
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a.大変良かった 

b.良かった 

c.ふつう 

d.良くなかった 

e.全く良くなかった 
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３．４チームの報告 

a.大変良かった b.良かった c.ふつう d.良くなかった 
e.全く 

良くなかった 

21 48 16 1 0 

 

 
 

４．講演会進行について 

a.大変良かった b.良かった c.ふつう d.良くなかった 
e.全く 

良くなかった 

18 31 35 2 0 

 

 
 

a.大変良かった, 21 

b.良かった, 48 

c.ふつう, 16 

d.良くなかった, 1 

e.全く良くなかった, 0 
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a.大変良かった 

b.良かった 

c.ふつう 

d.良くなかった 

e.全く良くなかった 

a.大変良かった, 18 

b.良かった, 31 

c.ふつう, 35 

d.良くなかった, 2 

e.全く良くなかった, 0 
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＜自由記述＞ 

・ 基調講演は、とてもわかりやすく何をすれば良いのか伝わった。だが、ゼミの発表

では何とも言えない発表もありゼミの雰囲気が感じられた。 

・ 就活の時期と重なって大変でしたが、良い経験になりました。もう少し、しっかり

用意をしてのぞめばよかったかな？と思いました。 

・ パワーポイントなど、見やすい資料をたくさん提供していただいたので、わかりや

すく、とても聞きやすかったです。もっとゼミ生の方を知りたかったので、みんな

出たり、立って発表してもらいたかったです。私たちも来年は今の先輩方と同じ立

場で発表させてもらえると思います。その為にも、この一年頑張りたいと思います。

ありがとうございました。 

・ それぞれのゼミの活動がよく分かりました。先生から聞くのとは違い、体験した学

生本人からの発表は、今後同じゼミに参加する私達にはすごく意味のあることでし

た。ゼミ生にとっても、プレゼンをするということは、仲間内だけでなく、他のゼ

ミ生や、二回生からの質問に答えたり、どういう印象を与えるかなど、普段とは違

う緊張感を感じることができると思ったので、社会に出た時に役立つ練習の場にも

なると思いました。 

・ 近藤隆三郎先生の話は、他の学生の人達がどのようなことをしているかよく分かっ

たのですが、時間が短いので少しとばしとばしだったので残念だった。今後もこの

ような活動を継続すれば良いと思いました。 

・ 近藤さんの講評がとてもおもしろくて、的確で、とてもよかったと思うので、こう

いったことは続けてもらえたらと思いました。また、すぐに評価がもらえて、ゼミ

生にとってもモチベーションを高められることの一つなると思うので、そういった

ことでも、こういったことを続けてほしいと思いました。 

・ 実践演習はとてもいいと思うので、今後も続けていってほしいです。 

・ この機会は、成長できるよい機会だと思いました。 

・ もっと他のゼミ生もたくさん参加して、地域に貢献できるような活動をもっとやっ

てほしいです。 

・ 環境グループチームについて、原発問題は今現在だけでなく、今後必ず主張されて

いく事項だと思います。今日の発表だけでなく、将来の松尾ゼミでも実施を継続し

てほしいと思いました。 

・ 活動内容の素晴らしさに対して、少し発表が惜しいと感じました。心に響く発表を

考える必要があると思いました。 

・ 報告会があり良かったと思います。今後も続けてほしいと思います。 

・ 他の大学ではどのような実践演習が行われているか知りたくなりました。 

・ 今後の発展のために、成果目標を明確にして、頑張ってほしい。 
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・ 発表チームへの質問の際にマイクをあらかじめ準備しており、素早く手渡していた

のがとてもよかったです。ただ、マイクトラブルが途中にあったので、予備のマイ

クを用意しておくなどの対処をしておくと良いと思いました。また、最後に総評だ

けでなくチームへ個別の改善点やよかった点を話してくれたのは、参考になるので

とても良いと思いました。 

・ テーマが様々でしたが、勉強になりました。 

・ もう少しつっこんだ内容だとおもしろいと思いました。 

・ 経営学部のみなさんによる本格的な発表は面白かったし、勉強にもなりました。こ

うした機会にお呼びしてもらって嬉しく思います。今後もこういった報告会をして

いってほしいと感じました。 

・ 今回発表をした経験をいかして、先生方の意見や注意点、改善点をいかして、就職

活動などにいかしていきたいです。 

・ 今回のシンポジウムの全体の流れ、時間等もほぼ予定通りですごくよかったと思い

ます。報告に関しての意見を述べると、７分間という短い報告時間と１分間で行う

報告者の準備で、レジュメに目を通す間もなく、次々と報告が行われていました。

その結果、レジュメを見て、PP を見て、さらに話を聞く、というような状態になり、

話に集中できない場面が目立ちました。今回来て下さっている新三回生の方たちが

来年もするならば、このような点に気をつけ、PP はできるだけ文字は入れない、レ

ジュメに目を通しながら話を進めれるようなレジュメを作る等、今回の反省点を改

善して頑張ってほしいと思います。あっとは入念なリハーサルをし、司会もスムー

ズに話せるともっといいシンポジウムになると思います。 

・ 一般の人も気軽に参加できるようにしてほしい。(はり紙に参加自由ですって書いた

りして) 

・ どのチームも興味深い取組みを行っていたので、とてもおもしろかったです。 

・ 朴ゼミのプレゼンはすごく見やすかった。全体的にみなさん上手に喋るなぁ、と思

った。先輩方の真剣な姿がすごく印象に残った。人前で喋るのは、すごく緊張する

んだろうなぁ、と思ったけど、もうすぐ自分もそういった立場に立つと思ったら、

不安だったけど、すごく勉強になった。私が一番気になったのは、やはりコミュニ

ケーション力は何事においてもすごく必要だと思った。些細な事でも話し合わない

と、伝わっているかどうかわからなくなるというのは、普段から気をつけなければ

ならないと思った。また積極的に発言する事も大切だと思った。 

・ 今後も何一回発表の機会を作っていただきたい。成果発表が重要です。提携先もご

招待することによってさらに連携が深まると思います。 

・ 毎年、何らかの方法で活動報告会を続けていくのがよい。 

・ 今後の活動が楽しみです。 
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・ 近藤さんの講評がとてもおもしろくて、的確で、とてもよかったと思うので、こう

いったことは続けてもらえたらと思いました。また、すぐに評価がもらえて、ゼミ

生にとってもモチベーションを高められることの一つなると思うので、そういった

ことでも、こういったことを続けてほしいと思いました。 

・ 実践演習はとてもいいと思うので、今後も続けていってほしいです。 

・ この機会は、成長できるよい機会だと思いました。 

・ もっと他のゼミ生もたくさん参加して、地域に貢献できるような活動をもっとやっ

てほしいです。 

・ 環境グループチームについて、原発問題は今現在だけでなく、今後必ず主張されて

いく事項だと思います。今日の発表だけでなく、将来の松尾ゼミでも実施を継続し

てほしいと思いました。 

・ 活動内容の素晴らしさに対して、少し発表が惜しいと感じました。心に響く発表を

考える必要があると思いました。 

・ 報告会があり良かったと思います。今後も続けてほしいと思います。 

・ 他の大学ではどのような実践演習が行われているか知りたくなりました。 

・ 今後の発展のために、成果目標を明確にして、頑張ってほしい。 
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・ 「智行合一」素晴らしいことだと思います。まさに「実践教育」だと思います。今

後共継続されることを期待しています。本日はありがとうございました。 

・ 地域住民の方たちとの交流を深め、よりいっそう地域貢献・未来発展していただけ

るよう今後も活動を行っていって下さい。 

・ 全体的にまとまっていて、有意義な時間を過ごせました。ただ、パワーポイントが

明かりで見えにくかったです。各チームに意見を書く用紙があった方が良いと考え

ます。そこから反省できる点があると思うので。 

・ 参加者(学生)の成長記録が残るような活動記録が欲しい。 

・ 現在、就職活動をしていて、“社会人力”の大切さを感じています。このプログラム

で得られた社会人力は、就職活動をしていて、話せるいいネタだけでなく、本当に

自分に必要な社会力がついたので良かったです。今後の活動としては、せっかく夏

休みや、講義時間を利用するので、自分の目標を立て、身につけたい具体的な社会

人力を考えてから進めるともっと良くなると思います。 

・ このシンポジウムは、学校始まってからでもよかったのではないでしょうか。ここ

まで来る交通費とかも高いので、定期を買ってからにして欲しかった。あと、パソ

コンに書いてる教室と違うかった。 
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6.  視察報告 

＜平成 22年度大学教育改革プログラム合同フォーラム＞ 

日時 2010年 12月 10日（金） 

場所 秋葉原コンベンションホール他周辺会場 

出張者 横田 千尋（学長事務課・就業力ＧＰ事務局） 

森田 政恒（学部事務課） 

主催 独立行政法人日本学生支援機構 

 

 
 

＜平成 22年度大学教育改革プログラム合同フォーラム＞ 

日時 2011年 1月 24日（月）、25日（火） 

場所 秋葉原コンベンションホール他周辺会場 

出張者 松尾 順介（経営学部学部長） 

小山 克年（学長事務課長） 

横田 千尋（学長事務課・就業力ＧＰ事務局） 

主催 文部科学省 
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明かりで見えにくかったです。各チームに意見を書く用紙があった方が良いと考え
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休みや、講義時間を利用するので、自分の目標を立て、身につけたい具体的な社会

人力を考えてから進めるともっと良くなると思います。 

・ このシンポジウムは、学校始まってからでもよかったのではないでしょうか。ここ

まで来る交通費とかも高いので、定期を買ってからにして欲しかった。あと、パソ
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＜京都文教大学＞ 

日時 2011年 2月 25日（金） 

場所 京都文教大学 

出張者 ＜桃山学院大学＞ 

西村 達也（教務課長）、金澤 太郎（学生支援課長）、 

堀 亜樹（教務課長補佐）、延 康之（学生支援課長補佐） 

森田 政恒（学部事務課） 

＜富士通株式会社 文教ソリューション事業本部＞ 

寺島 兼司 

（ビジネス推進部 兼) ソリューション推進部 担当部長） 

対応者 ＜京都文教大学＞ 

杉原 秀明（事務局長兼キャリアサポート課長） 

西本 勝己（教務部教務課係長） 

村山 孝道（教務部教務課係長） 

押領司 哲也（様学生部キャリアサポート課係長） 

山中 耕（教務部研究支援課） 

 

＜ポートフォリオ・ＬＭＳの先端事例研究セミナー＞ 

日時 2011年 6月 3日（金） 

場所 丸ビルホール＆コンファレンススクエア 8F（東京） 

出張者 横田 千尋（学長事務課・就業力ＧＰ事務局） 

森田 洋 （情報センター事務課） 

相島 淳子（学長事務課・就業力 GP事務局） 

主催 株式会社朝日ネット 
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＜就業力育成支援事業近畿地域会議＞ 

日時 2011年 6月 8日（水） 

場所 キャンパスプラザ京都 2階ホール 

出張者 横田 千尋（学長事務課参事） 

相島 淳子（学長事務課就業力 GP事務局） 

主催 文部科学省 
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＜明治大学＞ 

日時 2011年 7月 5日（火） 

場所 明治大学 

出張者 松尾 順介（経営学部長） 

 

＜国士舘大学＞ 

日時 2011年 7月 26日（火） 

場所 国士館大学 

出張者 松尾 順介（経営学部長） 
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7.  外部・内部評価（平成 22年度、平成 23年度） 

7-1 外部評価 

7-1-1 外部評価委員会 

委 員  家永 豊  丸紅株式会社大阪支社長 

 

評価点・改善提案 

＜評価できる点＞ 

・実践教育による「社会人力」育成プログラムについて 2010 年度は４科目

（環境ビジネス実践、地域ビジネス実践、福祉ビジネス実践、図書館経営

論）、2011 年度は 7 科目（経営分析実践、農業ビジネス実践、博物館ビジネ

ス実践、映像ビジネス実践、伝統芸能ビジネス実践、法務・税務ビジネス実

践、地域ビジネス論）など、積極的かつ意欲的な取り組みが行われた。 

・それぞれの取り組みは、地域の特性やビジネスの課題に則した個性的かつ魅

力的なものであり、学生に対する教育的効果が期待できるとともに、大学の

社会に対する貢献という観点からも評価できるものである。 

・本取組の情報公開について、①大学ホームページトップ画面に「就業力Ｇ

Ｐ」を掲載したこと、②「アンデレクロス」に実践教育科目の活動状況をビ

ジュアルで掲載したこと、③「大学案内」や「学部案内」に経営学部の実践

教育科目を具体的に掲載したこと、④ＧＰ活動を周知・広報するため「ＧＰ

－ＬＩＮＫ」を発行したこと、⑤本ＧＰ事業の概要を説明するパンフレット

を作成し、他大学及び近畿の各高校に送付したことなど、積極的かつわかり

やすい情報公開が行われた。 

・履修学生の成長について、その成長を確認するためのきめ細やかな工夫がな

された。具体的には、各取り組みにおいて、取り組み終了後、履修学生から

レポートを提出させるとともに、履修学生と教員による反省会を開催し、意

見交換を行うことで担当教員は履修学生の成長を確認するとともに、それぞ

れのもつ課題も確認された。また、manaba folio を利用することでも成長過

程が確認されている。 

 

＜今後の課題点など＞ 

・今後もこういった実践型の取り組みを導入・拡充する必要がある。その際、

学生の意見をより積極的に吸収する仕組みを構築することが求められる。大

学や教員側からの一方的な押し付けではなく、学生が主体的に実践教育の内

容を企画・設計し、実行するような仕組み作りを構築していただきたい。そ
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れによって学生のモチベーションの向上も図られるものと思われる。 

・2 年間のＧＰでの取り組みによって蓄積された、教員および学生の経験を次

の学年に的確かつ十分に伝達する必要がある。2 年間のＧＰでの取り組み

は、多岐多様であり、成功も失敗も含めて、次の学年が様々な実践的な取り

組みを行う上で大きな糧となるものである。また、このような経験を伝達す

ることによって履修学生の成長も促されるものと思われる。その際、学年を

超えた交流機会を提供することも有効であろう。 

・多様な国からの交換留学生を実践教育に参加させることも重要である。この

ような実践教育においては、日本人同士だけでなく、海外の留学生とも交流

することでコミュニケーション能力の向上が期待される。また、外国語習得

に対するインセンティブにもつながるものと考えられる。 

・連携先の企業・機関との協力関係をベースに、今後はこの関係を学生の就職

活動に発展させることが求められる。昨今、就職活動はインターネット中心

のあり方が一般化しているが、連携機関との協力関係をベースとした実践教

育によって、連携機関は履修学生の素顔に接することができる。これは、採

用側からすれば、重要な採用情報であり、採用活動にも活用できるものと思

われる。 

 

7-2 内部評価 

7-2-1 内部評価委員会 

委 員  本間 法之 副学長、全学自己点検・評価室長 

委 員  宮本 孝二 教務委員長、社会学部教授 

委 員  坂手 恭介 キャリアセンター長、経営学部教授 

委 員  荒木 英一 情報センター長、経済学部教授 

 

評価点・改善提案 

＜評価できる点＞ 

・実践教育による「社会人力」育成プログラムについて 2010 年度は４科目

（環境ビジネス実践、地域ビジネス実践、福祉ビジネス実践、図書館経営

論）、2011 年度は 7 科目（経営分析実践、農業ビジネス実践、博物館ビジネ

ス実践、映像ビジネス実践、伝統芸能ビジネス実践、法務・税務ビジネス実

践、地域ビジネス論）を追加し、経営学部以外の学部との協力体制がなされ

ている。 

・取組の実施体制について、本ＧＰは学長のマネジメントが重要な位置を占め
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るものであり、各委員会規程が整備されている。実働部隊である就業力ＧＰ

推進委員会は定期的に委員会の開催がなされている。 

・本取組の情報公開について、本学ホームページトップ画面に「就業力ＧＰ」

を掲載したこと、「アンデレクロス」に実践教育科目の活動状況をビジュア

ルで掲載したこと、入試広報誌「大学案内」に経営学部の実践教育科目を具

体的に掲載したこと、大学構成員にＧＰ活動を周知するため「ＧＰ－ＬＩＮ

Ｋ」を発行したこと、本ＧＰ事業の概要を説明するパンフレットが他大学及

び近畿の各高校に送付されていることが挙げられる。 

・ｅ－ポートフォリオの導入について、manaba folio（朝日ネット社）は操作が

簡単で、学生から好評であり、経営学部ではｅ－ポートフォリオを使った学

生への指導がなされている。具体的には履修学生の情報交換や教材などのグ

ループ作業や相互評価に活用されている。その際、履修学生の主体的かつ意

欲的な利用もみられた。 

・シンポジウムの開催について、2010 年度は 2 回、2011 年度は 2 回の計 4 回

が開催された。特に第 3 回シンポジウムはステークホルダーを意識したもの

であった。 

・教職協働の取組について、「就業力ＧＰ事務局」のスタッフは各部局・各所

管の職員から構成され、教員と連携して学生の指導がなされている。 

・履修学生の成長について、各取り組みにおいて、取り組み終了後、履修学生

からレポートを提出させるとともに、履修学生と教員による反省会を開催

し、意見交換を行うことで担当教員は履修学生の成長を確認している。ま

た、manaba folioを利用することでも成長過程が確認されている。 

・地域貢献について、ＮＰＯ法人、自治体、企業、近隣の農家との連携がなさ

れている。 

＜今後の課題点など＞ 

・卒業後の実践教育履修学生に対する「就職満足度」調査を具体的にどう測る

のか、ポートフォリオの利用も含めて検討すべきであろう。 

・本事業は最終的に学部を超えて全学連携の実践教育の実現と教職協働を目指

したものであったが、2 年間の活動だけではその目的を達成できたとは言い

難く、強化に向けての対策が必要であろう。特に、このような全学的な取り

組みにおいては、学長の強力なリーダーシップが重要な鍵となるが、2 年間

の取り組みを遂行する過程において、学長によるリーダーシップが十分に発

揮できるような体制が構築できなかった。この点は、今後このような取り組

みを遂行する上で重要な課題である。 

・平成 23 年度で就業力ＧＰ事業は廃止となり、財政支援期間終了後の本取組
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れによって学生のモチベーションの向上も図られるものと思われる。 
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育によって、連携機関は履修学生の素顔に接することができる。これは、採

用側からすれば、重要な採用情報であり、採用活動にも活用できるものと思

われる。 

 

7-2 内部評価 

7-2-1 内部評価委員会 

委 員  本間 法之 副学長、全学自己点検・評価室長 
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委 員  坂手 恭介 キャリアセンター長、経営学部教授 

委 員  荒木 英一 情報センター長、経済学部教授 

 

評価点・改善提案 

＜評価できる点＞ 

・実践教育による「社会人力」育成プログラムについて 2010 年度は４科目

（環境ビジネス実践、地域ビジネス実践、福祉ビジネス実践、図書館経営

論）、2011 年度は 7 科目（経営分析実践、農業ビジネス実践、博物館ビジネ

ス実践、映像ビジネス実践、伝統芸能ビジネス実践、法務・税務ビジネス実

践、地域ビジネス論）を追加し、経営学部以外の学部との協力体制がなされ

ている。 

・取組の実施体制について、本ＧＰは学長のマネジメントが重要な位置を占め
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の展開について、文部科学省が新たに募集した「産業界のニーズに対応した

教育改善・充実体制整備事業」への申請を見送ったのは残念であるが、大学

として継続的に推進する体制を構築すべきであろう。 

・2年間の本取組の成果について、大学内・外に情報公開すべきであろう。 
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8.  巻末資料 

8-1 実践教育による「社会人力」育成プログラム推進に関する規程 

（2011年（平成 23年）3月 9日 大学評議会） 

（趣旨） 

第 1 条 この規程は、平成 22 年度大学生の就業力育成支援（以下「就業力ＧＰ」とい

う）選定事業・実践教育による「社会人力」育成プログラムの推進にあたり、本学にお

ける実施体制等について定める。 

（就業力ＧＰ事業組織） 

第 2条 本学における就業力ＧＰ事業を円滑に実施するために、以下の委員会を置く。 

1．全学就業力ＧＰ委員会 

2．就業力ＧＰ推進委員会 

3．内部評価委員会 

4．外部評価委員会 

2 委員会は、委員会の活動を遂行するにあたり、必要に応じて作業部会を設置するこ

とができる。 

（全学就業力ＧＰ委員会の職務） 

第 3条 全学就業力ＧＰ委員会の職務は、次のとおりとする。 

1．実践教育による「社会人力」育成プログラムの事業計画の承認 

2．事業計画が遅滞なく推進されるための連絡・調整 

3．自己点検・評価報告書の承認 

4．事業推進に係るその他事項 

（全学就業力ＧＰ委員会の構成） 

第 4条 全学就業力ＧＰ委員会は次の各号に掲げる者をもって組織する。 

1．学長 

2．学長室長 

3．経営学部長（就業力ＧＰ推進委員会委員長） 

4．大学統括部長 

5．教務事務部長 

6．学生事務部長 

7．研究情報事務部長 

8．その他委員長が必要と認めた者 

2 全学就業力ＧＰ委員会の委員長は、学長が務める。 

3 委員長に事故ある時は、学長室長がその職務を代行する。 

 

 

124 実践教育による「社会人力」育成プログラム 
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教育改善・充実体制整備事業」への申請を見送ったのは残念であるが、大学
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4 全学就業力ＧＰ委員会が必要と認めたときは、委員以外の者の出席を求め、その意

見を聴くことができる。 

（就業力ＧＰ推進委員会の職務） 

第 5条 就業力ＧＰ推進委員会の職務は、次のとおりとする。 

1．実践教育による「社会人力」育成プログラムの事業計画の策定 

2．全学就業力ＧＰ委員会との連携 

3．経営学部教授会との連絡・調整 

4．文部科学省関係書類の作成 

5．事業計画にある授業に関わる外部団体との折衝 

6．実践教育科目の実習およびインターンシップの支援 

7．自己点検・評価と活動報告書の作成 

8．事業推進に係るその他事項 

（就業力ＧＰ推進委員会の構成） 

第 6条 就業力ＧＰ推進委員会は次の各号に掲げる者をもって組織する。 

1．経営学部長 

2．経営学部教務委員 

3．経営学部長の指名による教員 

4．職員委員（就業力ＧＰ事務局担当者）２名 

5．就業力ＧＰ推進委員会が必要と認めたときは、委員以外の者の出席を求め、その意

見を聴くことができる。 

2 就業力ＧＰ推進委員会の委員長は、経営学部長がこれを務める。 

（内部評価委員会の組織） 

第 7条 全学就業力ＧＰ委員会は、就業力ＧＰ事業に関して、自ら点検・評価検証を行

う組織として、内部評価委員会を置く。 

（内部評価委員会の職務） 

第 8条 内部評価委員会の職務は、次のとおりとする。 

1．事業評価指標の策定 

2．点検と評価 

3．事業評価に基づいた改善に係る指摘事項の策定および改善要求 

4．評価に係るその他の事項 

（内部評価委員会の構成） 

第 9条 内部評価委員会は次の各号に掲げる者をもって組織する。 

1．全学自己点検・評価室長 

2．教務委員長 

3．キャリアセンター長 
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4．情報センター長 

5．その他委員長が必要と認めた者 

2 内部評価委員会の委員長は、全学自己点検・評価室長が務める。 

（外部評価委員会の組織） 

第 10条 就業力ＧＰ事業について、事業成果や社会的ニーズや地域貢献などについて

客観的な評価を求めるために外部評価委員会を置く。 

（外部評価委員会の職務） 

第 11条 外部評価委員会の職務は、次のとおりとする。 

1．事業評価の実施 

2．事業評価に基づいた評価および提言の策定 

（外部評価委員会の構成） 

第 12条 外部評価委員会は次の各号に掲げる者をもって組織する。 

1．他地域で就業力ＧＰ事業を行っている他大学の教員 若干名 

2．本学就業ＧＰ事業協力外部機関 若干名 

2 外部評価委員会の委員長は、委員の互選により選出する。 

（事務所管） 

第 13条 就業力ＧＰ事業組織の事務は、就業力ＧＰ事務局がこれを所管とする。 

2 就業力ＧＰ事務局は、学長事務課と学部事務課で構成する。 

（規程の改廃） 

第 14条 この規程の改廃は、全学就業力ＧＰ委員会の発議により、大学評議会の議を

経て学長が行う。 

付 則 

委員会の設置期間は、就業力ＧＰ事業終了年度までとする。 

この規程は、2011年（平成 23年）2月 16日から施行する。 
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8-2 実践教育による「社会人力」育成プログラム パンフレット 
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8-3 就業力ＧＰホームページ画面（http://www.andrew.ac.jp/gp2010/） 
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8-4 就業力ＧＰ facebookページ（https://www.facebook.com/andrew.gp2010） 
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8-5  「ＧＰ－ＬＩＮＫ」（ＧＰ事業の学内広報誌） 

 
図 68 ＧＰ-ＬＩＮＫ Ｖｏｌ．１ 

 
 
図 69 ＧＰ-ＬＩＮＫ Ｖｏｌ．２ 
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図 70 ＧＰ-ＬＩＮＫ Ｖｏｌ．３ 

 
 
図 71 ＧＰ-ＬＩＮＫ Ｖｏｌ．４ 
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8-6  学内広報誌「アンデレクロス」 

 
図 72 アンデレクロス - No.142 2010 Winter -

 
 
図 73 アンデレクロス - No.146 2011 Winter -
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図 70 ＧＰ-ＬＩＮＫ Ｖｏｌ．３ 

 
 
図 71 ＧＰ-ＬＩＮＫ Ｖｏｌ．４ 
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8-7 各種情報媒体掲載記事 

 
図 74 朝日新聞 2011年 5 月 26日 21面 

 
 

137実践教育による「社会人力」育成プログラム



 

 

138 実践教育による「社会人力」育成プログラム 

図 75 日刊工業新聞 2011 年 5月 13日 31面 

 

図 76 読売新聞 2011年 4 月 24日 

 

 
図 77 産経新聞 2011年 7 月 30日 27面 

 
 

138 実践教育による「社会人力」育成プログラム



 

 

139 実践教育による「社会人力」育成プログラム 

図 78 商工ナビいずみ 第１４号 平成２３年２月１５日発行 

 
 
図 79 いずみ会議所だより ２０１１年６月号 Ｖｏｌ.１９４ ３頁 
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図 80 泉北コミュニティ １６８０号 １４頁 

 
 
図 81 泉北コミュニティ １６８３号 ６頁 
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図 82 泉北コミュニティ １６９８号 ３頁 

 
 
図 83 泉北コミュニティ １６９８号 １５頁 
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9.  連携機関一覧 

飯坂農園・泉大津商工会議所・和泉市環境産業部商工労働室商工観光担当・和泉市北池田中学校吹奏

楽部・和泉市久保惣記念美術館・和泉市こども会リーダークラブ・和泉シティプラザ・和泉市青少年

リーダー会・大阪アジアン映画祭実行委員会・大阪いずみ生活協同組合・大阪府環境農林総合研究

所・大阪管区気象台・大阪府水産技術センター・大阪府立図書館・大阪府立南大阪高等職業技術専門

学校・カフェ WITH・株式会社朝日ネット・株式会社ウィル・株式会社海遊館・株式会社共成・株式

会社喜六・株式会社グリップインターナショナル・株式会社桜プリント・株式会社玉屋・株式会社日

立製作所・株式会社マドック・株式会社ワオ・コーポレーション・上方芸能資料館・関西トランスウ

ェイ株式会社・旭堂南青（講談師）・経済産業省立地環境整備課・公益財団法人大阪府文化財センタ

ー・コープ自然派・財団法人日本総合研究所・堺市立中央図書館・さをりの森・滋賀県立大学・シ

ネ・ヌーヴォ・泉州羊毛工業株式会社・タップルーツオフィス・テクノロール株式会社・特定非営利

活動法人 地球環境と大気汚染を考える全国市民会議(CASA)・特定非営利法人女性と仕事研究所・

トリイホール・内閣官房地域活性化統合事務局・西日本電信電話株式会社・日本コンベンションサー

ビス・日本人造真珠硝子細貨工業組合・農園「槇ノ泉」・農業生産法人株式会社いずみエコロジーフ

ァーム・林家染左（落語家）・弁護士法人淀屋橋・山上合同・明治大学・有限会社いずみの里・りそ

な銀行 和泉中央支店・HAYA English Academy・NPO法人コミュニティシネマ大阪・NPO法人チ

ャレンジド・ネットいずみ（喫茶オアシス）・TRC（和泉市立図書館の指定管理者受託企業） 

※順不同・敬称略 
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